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と
こ
ろ
で
、
藤
田
覚
氏
は
、
松
平
定
信
政
権
の
政
治
史
的
な
位
置
を
次
の
よ

治
」
的
動
向
も
み
ら
れ
、
ま
た
、
防
備
に
関
わ
る
農
民
の
諸
負
担
や
、
大
名
家

対
し
て
は
、
従
来
、
曖
昧
な
ま
ま
推
移
し
て
き
た
対
外
関
係
の
現
状
を
固
定
し

近
世
後
期
に
実
施
さ
れ
た
海
岸
防
備
政
策
が
、
江
戸
湾
の
沿
岸
地
域
に
与
え

た
影
響
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
湾
防
備
を
「
委
任
」

さ
れ
た
諸
大
名
に
は
、
こ
の
地
域
で
は
広
い
一
万
五
千
石
か
ら
三
万
石
の
領
地

（
ま
た
は
預
地
）
が
与
え
ら
れ
、
新
領
主
の
支
配
に
対
す
る
広
い
範
囲
で
の
「
自

臣
の
通
行
の
急
増
に
よ
る
助
郷
人
馬
差
出
を
め
ぐ
る
地
域
間
対
立
が
顕
著
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
江
戸
湾
防
備
政
策
の
原
型
は
、
老
中
松
平
定
信
の
主
導
し
た

寛
政
改
革
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
松
平
定
信
の
老
中
退
任
に
よ

っ
て
、
防
備
の
実
施
は
一
時
的
に
中
断
さ
れ
る
が
、
外
国
の
圧
力
か
ら
軍
事
的

に
幕
藩
制
国
家
を
守
る
こ
と
を
、
こ
の
段
階
で
政
策
的
に
提
起
し
た
こ
と
の
意

(
2
)
 

味
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に

う
に
整
理
し
て
い
る
。
田
天
明
の
打
ち
こ
わ
し
な
ど
で
示
さ
れ
た
体
制
の
危
機

な
だ

を
強
く
意
識
し
、
民
衆
を
宥
め
て
、
支
配
を
再
建
す
る
た
め
に
「
封
建
的
社
会

政
策
」
を
採
用
し
、
切
失
墜
し
た
幕
府
権
威
を
回
復
し
、
公
権
力
と
し
て
の
正

当
性
を
強
め
る
た
め
に
、
「
大
政
委
任
論
」
を
表
明
し
て
、
近
世
後
期
の
朝
幕
関

係
の
枠
組
み
を
構
築
し
、
③
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
に
象
徴
さ
れ
る
対
外
的
危
機
に

て
、
「
祖
法
」
と
み
な
さ
せ
、
幕
末
ま
で
の
対
外
関
係
の
枠
組
み
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
担
保
す
る
た
め
の
軍
事
的
な
防
備
体
制
の
強
化
め
ざ
し
た
。
こ
の
よ
う

な
定
信
政
権
の
政
治
史
的
な
位
置
と
い
う
も
の
は
、
地
域
に
対
し
て
の
個
々
の

政
策
の
な
か
に
は
、
渾
然
不
可
分
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
点
で
注
目
し
た
い
の
は
、
近
年
、
研
究
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
る
、
変

貌
す
る
「
地
域
社
会
」
の
幕
府
に
よ
る
把
握
政
策
、
ま
た
は
幕
府
や
「
民
間
」

(
4
}
 

に
よ
る
地
誌
·
書
物
編
纂
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
そ
の
多
く

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て

筑

紫
敏
夫
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こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

が
松
平
定
信
政
権
、
及
び
そ
の
後
の
「
寛
政
の
遺
老
」
ら
の
政
権
の
時
期
に
着

目
し
て
い
る
。
松
平
定
信
は
、
執
政
に
あ
た
り
、
幕
府
の
儀
礼
・
政
治
の
前
例

を
知
る
た
め
に
、
幕
府
や
大
名
家
に
あ
っ
た
旧
記
録
を
保
存
・
収
集
し
、
ま
た

(
5
)
 

「
御
実
録
又
は
風
土
記
」
な
ど
を
編
纂
す
る
必
要
性
を
幕
閣
で
建
議
し
た
。
し

か
し
、
「
風
土
記
」
な
ど
の
編
纂
は
、
定
信
が
老
中
を
退
任
し
て
、
し
ば
ら
く
た

始
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
寛
政
年
間
に
幕
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
は
、
古

I
I
I

平
次
兵
衛
（
古
松
軒
）
に
依
頼
し
た
『
四
神
地
名
録
』
の
み
で
、
こ
れ
も
定
信

退
任
の
翌
年
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
一
月
に
な
っ
て
幕
府
に
提
出
さ
れ

た
。
さ
ら
に
幕
府
は
寛
政
十
年
に
全
国
の
海
岸
絵
図
を
完
成
さ
せ
、
同
十
二
年

に
は
全
国
の
海
岸
測
量
を
伊
能
忠
敬
に
許
可
し
た
。
こ
れ
ら
の
海
岸
図
の
作
成

は
、
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
に
と
も
な
う
対
外
的
危
機
意
識
に
大
き
く
影
牌

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
松
平
定
信
は
、
「
風
土
記
」
や
地
誌
、

海
岸
図
な
ど
を
作
成
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
が
、
老
中
在
任
中
に
実
現
す
る

本
稿
で
は
、
定
信
政
権
末
期
の
寛
政
四
年
十
二
月
と
翌
年
に
行
わ
れ
た
幕
府

役
人
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
江
戸
幕
府

で
ヽ
）

の
「
房
総
」
観
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
堀
江
俊
次
氏
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
安
房
•
上
総
・
下
総
三
か
国
の
総
称
で
あ
る
「
房
総
」
と
い
う
呼

称
の
成
立
は
、
享
保
年
間
に
幕
府
が
鹿
狩
り
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
「
房
総
」
三

国
を
中
心
に
勢
子
人
足
を
動
員
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
支
配
権
力
と
し
て
は
「
房

っ
て
、
松
平
信
明
が
老
中
首
座
と
な
っ
た
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
以
降
に

松
平
定
信
は
、

て
み
た
い
。

そ
の
政
権
成
立
の
当
初
か
ら
、
蝦
夷
地
対
策
で
他
の
幕
閣
の

寛
政
四
年
十
二
月
の
普
請
役
の
廻
村

配
権
力
と
し
て
の
幕
府
に
よ
っ
て
ま
ず
認
識
が
確
定
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

総
」
を
ト
ー
タ
ル
に
認
識
し
は
じ
め
た
。
つ
い
で
、
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
を
契
機

と
し
て
、
江
戸
防
衛
の
動
員
体
勢
・
台
場
の
設
置
位
置
の
決
定
な
ど
の
た
め
に

幕
臣
を
巡
視
さ
せ
、
村
明
細
帳
の
提
出
や
測
量
を
し
た
。
こ
の
時
期
の
定
信
の

『
宇
下
人
言
』
に
は
、
海
防
に
関
連
し
て
「
房
総
」
．
「
総
房
」
と
い
う
文
言
が

頻
出
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
房
総
」
と
い
う
地
域
概
念
は
、
寛
政
期
に
、
支

こ
の
堀
江
氏
の
指
摘
に
も
学
び
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、

め
ぐ
る
動
向
を
た
ど
り
、

ま
ず
、
寛
政
四
年
九

月
の
ラ
ク
ス
マ
ン
根
室
来
航
情
報
を
受
け
た
幕
閣
内
で
の
江
戸
湾
防
備
政
策
を

そ
こ
か
ら
同
年
十
二
月
に
「
内
密
」
に
そ
し
て
緊
急

に
実
施
さ
れ
た
幕
府
普
請
役
ら
の
房
総
廻
村
の
目
的
と
そ
の
実
態
を
提
示
す

る
。
次
に
翌
五
年
正
月
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
勘
定
奉
行
兼
帯
関

東
郡
代
の
久
世
広
民
ら
の
廻
村
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に

老
中
松
平
定
信
の
伊
豆
・
相
模
へ
の
見
分
を
た
ど
り
、
見
分
の
目
的
を
確
認
し
、

当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
た
房
総
へ
の
見
分
が
取
り
止
め
と
な
っ
た
意
味
を
考
え

面
々
と
対
立
し
て
い
た
。
幕
閣
で
は
老
中
格
本
多
忠
壽
に
代
表
さ
れ
る
田
沼
政

権
以
来
の
蝦
夷
地
直
轄
開
発
論
が
大
勢
を
占
め
、
定
信
は
、
こ
れ
に
反
対
し
て
、
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案
を
し
て
い
た
が
、
幕
閣
の
姿
勢
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

ロ
シ
ア

に
入
る
と
も
い
ふ
べ
し
。

べ
し
。
さ
れ
ば
こ
の
と
き
に
至
り
て
は
、
咽
喉
を
不
経
し
て
た
ゞ
に
腹
中

よ
り
の
り
入
れ
ば
永
代
橋
の
ほ
と
り
ま
で
は
外
国
之
船
と
て
も
入
り
来
る

蝦
夷
地
の
支
配
を
松
前
藩
に
委
任
し
、
「
火
除
地
」
と
し
て
、
非
開
発
の
立
場
を

と
っ
て
い
た
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
な
っ
て
、
蝦
夷
地
の
「
建
義
と
り

あ
つ
か
ひ
」
を
定
信
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
こ
で
蝦
夷
地
の
防
備
策
を

(
8
)
 

立
案
す
べ
く
勘
定
奉
行
・
寺
社
奉
行
•
町
奉
行
と
儒
者
に
諮
問
を
行
な
っ
た
。

定
信
の
諮
問
に
対
し
て
、
三
奉
行
・
儒
者
か
ら
の
「
こ
た
へ
ま
て
ど
も
出
ず
」

(
9
)
 

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
回
答
を
待
っ
て
い
る
最
中
の
九
月
五
日
に
ロ
シ
ア
使

節
の
ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航
し
、
大
黒
屋
幸
太
夫
ら
漂
流
邦
人
の
送
還
を

江
戸
で
行
な
い
た
く
、
翌
年
に
回
答
が
な
い
場
合
は
江
戸
に
直
行
す
る
と
主
張

し
た
。
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
の
報
を
受
け
た
定
信
は
、
蝦
夷
地
対
策
を
緊
急
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
だ
が
、
同
時
に
自
分
の
江
戸
湾
の
防
備
策
を
具
体
化
す
る
好

機
の
到
来
で
も
あ
っ
た
。
定
信
は
、
自
伝
の
『
宇
下
人
言
』

述
べ
て
い
紐
゜

で
、
次
の
よ
う
に

（
松
平
信

海
辺
之
御
備
の
事
か
ね
／
＼
予
建
議
し
て
す
で
に
言
上
に
も
及
び
、
伊
豆

明
・
老
中
）

殿
し
ら
べ
ら
れ
候
へ
な
ど
か
ね
て
い
ひ
け
る
に
、
い
ま
に
そ
の
さ
た
な
し
。

し
か
る
に
赤
人
直
に
も
江
戸
へ
来
る
べ
し
と
い
ふ
は
、
江
戸
の
入
海
の
事

な
り
。
房
相
二
総
豆
州
は
小
給
所
多
く
、
城
な
ど
い
ふ
も
の
も
少
な
く
海

す
な
わ
ち
、
江
戸
湾
の
防
備
に
つ
い
て
は
、
定
信
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
提

愚
意
」
で
は
、
つ
づ
い
て
防
備
の
弱
さ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
海
辺
御
備
愚
意
」
の
中
で
、
定
信
は
、
海
辺
の
幕
領
の
防
備
の
弱
さ
を
指

の
ほ
と
り
ま
で
侵
入
で
き
る
と
し
て
、
防
備
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

入
る

使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
が
江
戸
に
直
行
す
る
と
告
げ
る
に
及
ん
で
、
定
信
は
改
め
て

江
戸
湾
の
防
備
が
手
薄
な
こ
と
を
主
張
し
、

の
ど
を
経
な
い
で
直
接
に
腹
中
に

つ
ま
り
外
国
船
は
海
か
ら
入
れ
ば
何
の
障
害
も
な
く
、
江
戸
の
永
代
橋

る
。
定
信
は
自
説
の
具
体
化
を
急
ぎ
、
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
の
翌
月
、
十
月
初
旬

に
海
防
策
の
「
海
辺
御
備
愚
意
」
を
ま
と
め
、
老
中
に
回
覧
し
、
勘
定
奉
行
と

目
付
に
も
下
げ
て
意
見
を
求
め
た
。

摘
し
て
、
近
隣
の
大
名
に
よ
る
異
国
船
来
航
時
の
援
兵
体
制
の
構
築
を
述
べ
、

「
小
給
之
分
は
隣
領
申
合
も
定
而
致
置
候
事
二
可
有
之
候
、
是
等
之
儀
も
委
敷
書

付
出
候
様
、
再
触
有
之
方
と
被
存
候
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
近
隣
の
領
主
で
異

国
船
来
航
時
に
兵
を
出
し
合
う
と
い
う
構
想
は
、
実
際
に
十
一
月
八
日
に
「
海

辺
領
分
有
之
」
諸
大
名
に
あ
て
て
全
国
に
触
書
と
し
て
出
さ
れ
応
。
「
海
辺
御
備

第
一
安
心
不
仕
者
、
房
州
、
豆
州
、
上
総
、
下
総
等
二
而
、
沼
津
辺
よ
り
ハ

大
概
海
辺
に
居
城
も
有
之
処
、
右
四
ケ
国
者
尤
小
給
処
、
ま
た
御
領
等
二
而

一
向
二
御
備
無
之
、
下
田
奉
行
も
相
止
、
浦
賀
よ
り
引
移
候
上
ハ
、
尚
更
御

手
当
も
無
之
同
様
二
而
、
異
国
船
右
の
場
所
よ
り
浦
賀
へ
乗
入
、
品
川
へ
来

る
節
ハ
、
大
井
川
、
箱
根
之
御
固
メ
も
、
寛
に
徒
然
に
相
成
、
可
恐
の
場
所

ニ
て
候
、

こ
の
よ
う
に
異
国
船
の
侵
入
に
対
し
て
、
安
房
・
伊
豆
•
上
総
・
下
総
の
四
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旗
本
知
行
所
を
調
べ
て
領
地
替
を
行
な
い

し
て
、
下
田
に
「
役
宅
」
を
建
て
て
、
見
張
番
所
な
ど
を
置
き
、

の
家
斉
が
神
奈
川
宿
か
ら
「
御
引
網
御
猟
」
に
行
く
予
定
で
あ
る
の
で
、
江
戸

r

、

か
ら
は
「
小
金
ケ
原
」
も
神
奈
川
宿
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
距
離
で
あ
る
の
て

い
で
に
「
御
関
船
水
主
之
業
等
」
を
将
軍
に
見
て
も
ら
え
ば
、

網
御
猟
L

御
用
懸
り
を
自
分
（
定
信
）

久
世
広
民
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
時
に
は
臀

備
体
制
も
自
然
に
整
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
将
軍
の
「
御
引

や
目
付
、
勘
定
奉
行
兼
帯
関
東
郡
代
の

そ
の
つ
い
で
に
浦
賀
、
下
田
辺
を
見
て

お
き
た
い
と
し
て
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
沿
岸
の
見
分
の
意
思
を
定
信
が
持
っ

(15) 

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
海
辺
御
備
愚
意
」
を
定
信
は
老
中
な
ど
の
意
見
を
参
考
に

(16) 

し
て
修
正
し
、
十
一
月
十
九
日
に
将
軍
に
伺
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
将
軍
か

ら
は
「
思
召
無
之
由
御
答
二
付
」
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
し
て
か
ら
上
申
す
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
定
信
は
寛
政
四
年
十
二
月
十
二
日

に
勘
定
奉
行
柳
生
久
通
・
久
世
広
民
の
両
名
に
次
の
よ
う
な
案
を
提
示
し
た
。

ま
ず
、
下
田
付
近
に
三
か
所
の
役
所
を
新
設
し
、

石
以
上
の
者
を
二
人
ず
つ
勤
務
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
寄
合
の
三
千

そ
の
配
下
に
小
普
請
か
ら
「
海
手
御
番

所
上
番
」
と
し
て
二
十
五
人
ず
つ
、
「
下
番
」
と
し
て
百
人
ず
つ
を
配
置
し
て
、

土
着
さ
せ
る
。
さ
ら
に
安
房
・
伊
豆
•
上
総
・
下
総
の
四
か
国
の
内
に
、
交
代

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫

つ

か
国
の
防
備
が
致
命
的
に
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
対
策
と

四
か
国
内
の

一
、
二
万
石
の
大
名
を
配
置
し
、

旗
本
を
海
辺
に
土
着
さ
せ
る
構
想
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
来
早
春
に
将
軍

そ
の
他
に
設
置
す
る
計
画
な
の
で
、
浦
々
を
廻
っ
て
、
し
か
る
べ
き
場
所
を

寄
合
の
よ
う
な
者
を
十
人
ほ
ど
配
置
し
、

し
か
る
べ
き
場
所
に
役
所
を
一
、

二

か
所
新
設
す
る
。
そ
し
て
、
末
尾
で
は
、
将
軍
の
「
神
奈
川
御
成

L

を
名
目
に

定
信
自
身
が
船
見
番
所
の
設
置
場
所
の
見
分
に
お
も
む
き
た
い
こ
と
を
述
べ
て

こ
の
よ
う
な
定
信
の
提
案
に
も
と
づ
い
て
、
勘
定
奉
行
ら
は
協
議
を
重
ね
、

最
終
的
に
翌
年
の
正
月
三
日
に
、
柳
生
久
通
・
久
世
広
民
そ
し
て
勘
定
吟
味
役

佐
久
間
甚
八
の
三
名
の
連
名
の
「
浦
方
御
備
御
入
用
大
凡
積
之
義
申
上
候
書
付
」

を
久
世
広
民
が
定
信
に
上
申
し
た
。
こ
の
「
書
付
」
に
は
、
役
所
や
住
宅
な
ど

の
建
設
費
、
足
高
、
役
料
、
引
越
料
な
ど
で
、
役
所
を
五
か
所
新
設
し
た
場
合
、

―
―
―
万
七
千
七
百
十
両
と
米
五
千
俵
、
六
か
所
の
場
合
、

両
と
米
六
千
俵
が
必
要
だ
と
、

四
万
五
千
二
百
五
十
二

お
お
よ
そ
の
見
積
り
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

見
積
り
が
提
出
さ
れ
る
直
前
の
十
二
月
二
十
七
日
に
幕
府
は
諸
大
名
に
向
け
て

海
防
の
強
化
を
求
め
る
指
示
を
出
し
て
い
る
。

寛
政
四
年
十
二
月
の
幕
府
内
で
の
こ
の
よ
う
な
動
き
と
連
動
し
て
、
同
時
進

行
で
、
安
房
．
上
総
・
下
総
・
伊
豆
・
相
模
の
五
か
国
の
廻
村
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
定
信
が
将
軍
に
伺
書
を
提
出
し
て
、

さ
ら
に
詳
し
い
調

査
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
十
二
月
一
日
に
は
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民

が
、
勘
定
吟
味
役
佐
久
間
甚
八
の
立
会
い
の
下
で
、
普
請
役
星
野
瀬
助
・
辻
民

右
衛
門
に
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
「
内
密
達
書
」
を
出
し
た

田
五
か
国
の
海
辺
の
防
備
の
た
め
に
、
浦
賀
奉
行
所
と
同
様
の
役
所
を
下
田
辺

い
る
。
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

m

「
一
之
手
」
は
、
「
銚
子
よ
り
房
州
浦
通
海
辺
相
廻
、
右
里
数
承
礼
之
事
」
ヽ

「
二
之
手
」
は
、
「
豆
州
西
浦
通
よ
り
東
海
道
浦
々
、
夫
よ
り
相
州
海
辺
、
浦

賀
、
三
崎
迄
里
数
承
乱
之
事
」
。
こ
の
二
手
に
分
か
れ
て
廻
村
を
し
、
神
奈
川

宿
で
落
ち
合
っ
て
、
打
合
せ
を
し
た
後
に
江
戸
に
帰
り
廻
村
の
様
子
を
報
告

J
と
。

は
来
月
上
旬
ご
ろ
に
出
発
す
る
予
定
だ
が
、

の
で
、
こ
の
点
で
村
方
を
乱
す
こ
と
。

い
つ
頃
が
よ
い
か
を
上
申
す
る

見
立
て
る
こ
と

模
で
一
―
か
所
、
伊
豆
で
三
か
所
の
予
定
で
、

切
古
城
跡
陣
屋
な
ど
が
あ
れ
ば
、

申
す
る
こ
と
。

③
莉
々
で
廻
船
な
ど
が
発
着
す
る
場
所
の
近
く
に
奉
行
所
を
建
て
る
予
定
で
、

そ
の
最
寄
も
支
配
す
る
の
で
近
隣
の
村
数
を
調
査
す
る
こ
と
。

④
「
自
分
共
」
（
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
）
の
廻
村
の
人
数
は
、
浦
付
村
だ
け
で

は
旅
宿
が
賄
え
な
い
の
で
、
近
く
の
村
々
二
、
三
か
村
を
旅
宿
と
し
て
見
立

て
る
こ
と
。

だ
ろ
う
か
ら
、

さ
ら
に
―
―
一
千
石
以
上
の
者
が
在

そ
れ
が
m
に
適
当
か
ど
う
か
を
見
立
て
て
上

固
（
久
世
ら
の
）
廻
村
時
の
人
馬
継
立
は
、
現
地
に
は
定
ま
っ
た
駅
場
も
な
い

た
と
え
二
、
三
か
村
で
も
組
み
合
わ
せ
て
継
ぎ
送
り
さ
せ
る

⑥
目
付
を
一
人
ず
つ
付
き
添
わ
せ
る
の
で
申
し
合
わ
せ
て
、
（
久
世
ら
の
）
廻
村

所
五
か
所
）
。

宅
で
き
る
場
所
、
ま
た
御
徒
組
屋
敷
程
度
で
二
十
人
ほ
ど
が
在
宅
で
き
る
場

上
総
・
下
総
で
四
、
五
か
所
、
安
房
で

四
か
所
、
相

此
度
下
総
国
銚
子
湊
5

房
州
海
辺
通
り
、
夫
5

上
総
国
木
更
津
迄
、
浦
々

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

十
二
月

可
申
渡
旨
可
被
相
触
候

有
之
、
此
節
む
追
々
見
分
被

す
る
こ
と
。

以
上
の
「
内
密
達
書
」
は
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
明
ら
か
に
松
平
定
信
の
江

戸
湾
防
備
策
の
具
体
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
が
、

翌
五
年
正
月
の
上
旬
ご
ろ
に
廻
村
す
る
予
備
調
査
が
目
的
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

十
二
月
四
日
に
は
次
の
よ
う
な
触
書
が
、
松
平
定
信
か
ら
五
か
国
の
海
辺
に
領

C
れ
）

そ
の
手
を
経
て
村
々
に
伝
達
さ
れ
た
。

地
が
あ
る
領
主
に
発
せ
ら
れ
、

此
度
安
房
．
上
総
・
下
総
・
相
模
・
伊
豆
五
ケ
国
浦
附
之
村
々
御
用
之
儀

仰
付
候
、
尤
於
場
所
地
名
、
村
高
、
山
野

之
様
子
、
村
役
人
江
相
尋
儀
可
有
之
候
間
、
相
弁
候
儀
ハ
無
差
支
答
申
聞
候

様
、
右
国
々
海
辺
最
寄
之
分
、
御
料
者
御
代
官
、
私
領
者
領
主
・
地
頭5
早
々

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
海
防
の
役
所
な
ど
を
新
設
す
る
た
め

の
見
分
と
は
、
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
海
防
そ
の
も
の
が
一
種
の
機

密
事
項
で
あ
り
、

ま
た
領
地
替
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
当
の
目
的

を
告
げ
る
こ
と
な
く
、
単
に
「
五
ケ
国
浦
附
之
村
々
御
用
之
儀
有
之
」
と
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
普
請
役
に
出
さ
れ
た
「
内
密
達
書
」
と
い
う
形
式
も
こ

翌

こ
の
触
書
と
前
後
し
て
、
次
の
よ
う
な
触
書
が
順
達
さ
れ
た
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下
総
国
銚
子
湊
1
5
房
州
海
辺
通
り

夫
1
5
上
総
国
木
更
津
迄

右
浦
々
井
海
辺
付
隣
村
々

名
主
、
与
頭
、
百
姓
代

「
内
密
達
書
」
に
も
と
づ
い
て
、
普
請
役
星
野
瀬
助
と
小
人
目
付
小
磯
清
九

郎
が
廻
村
す
る
に
あ
た
り
、
村
々
で
用
意
す
る
物
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
指
示
し

御
普
請
役

星
野
瀬
助

一
、
廻
村
日
限
之
儀
者
追
而
可
相
触
候
間
、
其
節
村
役
人
村
境
迄
罷
出
案
内
可

浦
方
見
分
之
節
可
差
出
候
、
尤
私
領
定
免
村
二
而
割
付
無
之
村
分
者
、
前
条

致
候
、
右
之
趣
相
心
得
、
此
書
付
早
々
順
達
い
た
し
、
上
総
国
木
更
津
迄

着
之
節
相
可
達
候
、
以
上
、

（
寛
政
四
年
）

子
十
二
月
九
日

壬

一
、
海
辺
付
隣
村
之
儀
、
廻
村
者
不
致
候
得
共
、
是
又
去
亥
年
割
付
写
、
最
寄

一
、
米
百
八
俵
弐
斗
弐
升
三
合
八
夕

水
呑

漁
師

本
百
姓

亥
年
納
辻

一
、
米
弐
百
弐
拾
九
俵
弐
斗
弐
升
三
合
八
夕
納
辻

八
拾
弐
石
壱
斗
四
升
三
合

内
（
七
石
塩
役

御
小
人
目
付小

磯
清
九
郎

畑

村
高
三
百
壱
石
六
斗
五
升
五
合
四
夕

田
畑

之
通
可
相
心
得
候
、
但
、

一
村
改
墨
引
絵
図
差
出
候
二
者
及
不
申
候
、

其
外
都
而
上
納
い
た
し
来
り
候
品
、
何
に
不
寄
委
細
相
認
可
差
出
候
、

尤
私
領
定
免
村
々
二
而
割
付
等
無
之
村
々
者
、
高
反
別
•
取
米
永
・
小
物
成
、

一
、
御
領
私
領
共
二
去
亥
年
割
付
写
相
認
置
、
是
又
見
分
之
節
可
差
出
候
、

一
、
海
辺
村
々
之
儀
、

た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
廻
村
の
対
象
地
は
下
総
国
銚
子
湊
か
ら
安
房
国
を
経

て
、
上
総
国
木
更
津
ま
で
の
海
辺
付
の
村
だ
け
で
あ
り
、
廻
村
し
た
際
、

ご
と
の
絵
図
と
昨
年
の
年
貢
割
付
状
の
写
を
差
し
出
す
。
さ
ら
に
海
辺
付
村
に

隣
接
す
る
村
の
場
合
は
、
昨
年
の
年
貢
割
付
状
の
写
の
み
を
、
近
く
の
浦
方
を

廻
村
し
た
際
に
差
し
出
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
廻
村

の
真
の
目
的
を
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
「
浦
々
御
取
締
御
用
」
と
だ
け
記
し
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
廻
村
の
時
に
提
出
さ
れ
た
文
書
の
写
と

(23) 

し
て
、
管
見
の
限
り
で
、
安
房
国
平
郡
内
の
船
形
村
·
龍
嶋
村
・
下
佐
久
間
村
・

（
叫
）

久
枝
村
の
「
差
出
候
写
」
が
現
存
し
て
い
る
。
龍
嶋
村
の
「
差
出
候
写
」
を
例

過
。

と
し
て
次
に
示
し
て
み
た
し

龍
嶋
村
差
出
候
写

一
、
家
数
百
五
拾
軒内

,,,...-―ー、｀
五四五
拾拾拾
三五弐
軒軒軒

一
村
限
墨
引
絵
図
仕
立
置
、
見
分
之
時
可
差
出
候
、

一
村

御
取
締
御
用
と
し
て
廻
浦
い
た
し
候
二
付
、
左
之
趣
相
心
得
候
様
可
致
候
、

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

圧

蓮沼
.-八幡

←一湊

百首（竹岡）

＊吏r!t 匡
東浪見

尻野西
j

〈関連略図〉

村
か
ら
だ
け
提
出
さ
せ
て
お
り
、
海
防
の
た
め
の
役
所
を
設
置
す
る
場
所
を
探

物
）
を
提
出
さ
せ
た
の
は
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
の
廻
村
の
際
の
人
馬
継
立

一
、
江
戸
通
船

一
二
拾
艘

龍
嶋
・
下
佐
久
間
・
久
枝
の
―
―
一
か
村
は
、
十
二
月
十
九
日
に
廻
村
し
て
き
た

普
請
役
星
野
瀬
助
と
小
人
目
付
小
磯
清
九
郎
に
差
し
出
し
た
と
明
記
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
星
野
瀬
助
と
小
磯
清
九
郎
は
、
「
内
密
達
書
」
で
い
う
「
一
之
手
」

で
あ
っ
た
。
「
差
出
候
写
」
を
み
る
限
り
、
村
高
・
上
納
物
．
家
数
・
人
数
．
「
江

戸
通
船
」
の
数
、
「
憔
船
」
の
数
だ
け
の
書
上
で
あ
り
、
村
明
細
帳
と
い
う
に
は

あ
ま
り
に
も
簡
略
な
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
十
二
月
九
日
付
の
触
書
に
あ
る
よ

う
に
、
海
付
村
の
隣
村
か
ら
も
年
貢
割
付
状
の
写
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
代
わ
る

や
旅
宿
先
の
調
査
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
村
絵
図
に
し
て
も
、
海
付

査
す
る
に
し
て
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民

今
日
、
小
磯
清
九
郎
様
、
星
野
瀬
助
様
御
通
り
、
差
上
申
候

同

嘉
右
衛
門

組
頭
吉
左
衛
門

右
之
通
差
上
申
候
、

蕊
政
四
年
）

子
十
二
月
十
九
日

壬

一
、
漁
船

以
上
、

酒
井
近
江
守
知
行
所

安
房
国
平
郡
龍
嶋
村

六
艘

一
、
人
数
六
百
六
拾
弐
人
内
一
女

二
百
拾
六
人

二
百
四
拾
六
人
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先
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

罷
越
候
二
付
、
彼
地5
江
戸
江

旨
相
心
得
村
々
無
滞
往
返
共
継
送
り
可
相
届
候
、
尤
此
触
書
不
限
昼
夜

御
触
書

御
用
之
書
状
差
越
候
儀
可
有
之
間
、
其

右
者
請
印
帳
面
前
書

村
5

当
役
所
江
可
相
返
候
、
以
上
、

此
度
伊
豆
・
相
模
・
安
房
．
上
総
・
下
総
国
浦
々
、
久
世
丹
後
守
御
取
締

為
御
用
、
中
川
勘
三
郎
、
森
山
源
五
郎
、
佐
久
間
甚
八
、
其
外
支
配
向
共

（
幕
府
代
官
）

篠
山
十
兵
衛
役
所

ら
の
廻
村
の
期
日
も
迫
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
に
勘
定
奉
行
久
世
広
民

ら
の
廻
村
の
時
の
宿
泊
・
移
動
手
段
の
調
査
（
「
内
密
達
書
」
の
④
、
⑥
）
を
俊

寛
政
五
年
正
月
・
ニ
月
の
勘
定
奉
行
ら
の
廻
村

普
請
役
星
野
瀬
助
、
小
人
目
付
小
磯
清
九
郎
が
房
総
の
海
辺
村
々
を
廻
村
す

る
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
勘
定
奉
行
兼
帯
関
東
郡
代
の
久
世
広
民
ら
の
廻
村

森
）

を
予
告
す
る
次
の
よ
う
な
触
書
が
順
達
さ
れ
た
。

此
度
伊
豆
・
相
模
・
安
房
•
上
総
・
下
総
国
浦
々
御
用
二
付
、
久
世
丹
後
守

其
外
御
廻
村
二
付
、
別
紙
奉
行
衆
御
連
印
御
触
書
一
通
被
遣
候
間
、
浦
々
御

料
私
領
寺
社
領
村
々
、
此
帳
面
二
承
知
令
請
印
、
刻
付
を
以
継
送
り
留
り

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

と
を
村
々
で
は
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

早
々
継
送
り
、
留
村
5

最
寄
御
代
官
江
相
達
可
相
返
者
也
、

（
窃
政
四
年
）
（
勘
定
奉
行
：
佐
梱
佳
如
）

壬
子
十
二
月
長
門

（
勘
定
奉
行
：
曲
猫
娯
漸
）

甲
斐
安
房
国
平
郡
・
安
房
郡

（
勘
定
奉
行
：
根
岸
鎖
衛
）

肥
前
御
領
私
領
寺
社
領
村
々

（
勘
定
奉
行
：
柳
生
久
通
）

主
膳

名
主
、
組
頭

こ
こ
で
も
廻
村
の
目
的
を
「
伊
豆
・
相
模
・
安
房
．
上
総
・
下
総
国
浦
々

L

の
取
締
御
用
と
し
か
記
載
し
て
い
な
い
。
前
半
の
「
請
印
帳
面
前
書
」
の
「
篠

山
十
兵
衛
」
は
、
勘
定
奉
行
兼
帯
関
東
郡
代
久
世
広
民
直
属
の
「
郡
代
手
附
御

念
“
)

代
官
」
の
一
人
で
あ
り
、
後
半
の
触
書
は
、
久
世
広
民
を
除
く
勘
定
奉
行
の
連

名
で
、
安
房
国
の
平
郡
•
安
房
郡
の
全
村
に
あ
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
平
郡

荒
川
村
（
幕
領
）
か
ら
両
郡
村
々
に
順
達
さ
れ
た
。
こ
の
触
書
と
同
文
で
、
「
下

(28) 

総
国
葛
飾
郡
・
相
馬
郡
」
の
全
村
に
あ
て
た
も
の
、
上
総
国
武
射
郡
・
山
辺
郡

（
翌

村
々
に
あ
て
た
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
房
総
三
国
で
は
、
二
郡
程
度

に
区
切
っ
て
、
確
実
に
そ
し
て
至
急
に
順
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
触

書
に
よ
っ
て
、
表
1

に
示
し
た
よ
う
な
多
く
の
幕
府
役
人
が
廻
村
し
て
く
る
こ

（
加
）

久
世
広
民
ら
は
、
正
月
七
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
伊
豆
・
相
模
な
ど
の
海
辺

(31) 

を
約
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
廻
村
し
て
、
二
月
六
日
に
浦
賀
に
到
着
し
そ
の
後
、

十
日
に
船
で
上
総
国
望
陀
郡
木
更
津
村
に
渡
り
、
宿
泊
、
翌
十
一
日
に
は
周
准

郡
富
津
村
に
宿
泊
し
、
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
天
羽
郡
百
首
村
に
滞
在
し
、

右
此
御
触
書
当
国
荒
川
村
よ
り
触
出
也
、
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

十
五
日
に
は
安
房
国
平
郡
那
古
村
に
宿
泊
゜

通
り
、
二
月
―
―
十
四
日
の
夜
に
は
上
総
国
武
射
郡
の
木
戸
村
と
蓮
沼
村
に
分
宿
、

(33) 

翌
一
十
五
日
は
、
下
総
国
海
上
郡
今
宮
村
に
宿
泊
し
、
さ
ら
に
常
陸
国
付
近
ま

で
北
上
し
て
、
三
月
初
め
に
江
戸
に
帰
っ
た
。
表
1

の
幕
府
役
人
に
加
え
て
下

役
人
も
お
り
、

そ
の
後
、
安
房
国
の
海
辺
村
々
を

さ
ら
に
長
持
・
具
足
箱
な
ど
の
荷
物
も
あ
っ
て
、

(m) 

一
度
に
人
足
三
百
人
・
馬
四
十
疋
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
程
と
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
た
、
勘
定
奉
行
兼
帯
関
東
郡
代
久

世
広
民
ら
の
廻
村
の
実
態
と
廻
村
先
の
村
々
の
受
け
と
め
方
に
つ
い
て
、
安
房

国
平
郡
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
表
2

は
、
平
郡
内
に
十
か
村
を
知
行
す
る
旗

本
酒
井
氏
の
「
板
井
ケ
谷
陣
屋
勤
方
日
記
」
か
ら
、
久
世
広
民
ら
の
廻
村
関
係

品
）

の
記
事
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
の
表

2

か
ら
、
ま
ず
第
一
に
助
郷
人
馬

差
出
を
め
ぐ
る
村
々
の
対
立
と
そ
れ
へ
の
調
停
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
第
二
に

廻
村
の
目
的
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生
し
た
村
々
や
領
主
に
よ
る
情

報
収
集
に
つ
い
て
、
第
三
に
久
世
広
民
ら
の
廻
村
の
目
的
と
実
態
と
の
差
異
に

つ
い
て
、
第
四
に
久
世
広
民
ら
の
帰
府
後
に
幕
府
代
官
の
手
代
が
村
高
書
上
を

提
出
さ
せ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
以
下
、

一
行
の
通
行

そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
第
一
の
論
点
で
あ
る
が
、
久
世
広
民
ら
の
廻
村
を
前
に
し
て
、
助
郷

人
馬
の
差
出
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
旗
本
酒
井
氏
知
行
所
の
村
々
と
安
房
勝
山
藩

領
村
々
と
の
間
で
対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
。
表
2

の
正
月
十
六
日
に
記
載
さ
れ

（
ぶ
）

た
人
馬
差
出
の
触
書
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
よ
9

,

9

 

表 l 襄政 5 年正月. 2 月の主な廻村役人

勘定奉行

目付

勘定吟味役

勘定組頭

勘定

代官

徒目付

小人目付

並辛枠
El ti目又

代官手代

久世広民（関東郡代兼帯）

中川忠英・森山孝盛

佐久間甚八

勝屋彦兵衛

椎名五郎八・宮川龍八郎

篠山十兵衛・内方鉄五郎

湊五郎右衛門・鈴木八兵衛

清水友八・山本勘太郎・小磯清九郎・岩崎半五郎

荒井平吉・星野瀬助・辻民右衛門·秋田岡右衛門·長岡亀吉

長谷川与四郎・小嶋専八・神保七兵衛・高野直作

（註）・千葉県安房郡富山町 久枝区イi文\I;- 「久枝村差出帳控」（村況 I~:う）、＇女房郡鋸南町下佐久間

富永悟家文害「久世丹後守殿油方御廻村御触円写」 (A 支配 7) より作成。
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表 2 寛政 5 年勘定奉行久世広民らの廻村

月日 事 項

正月 8 日 旗本酒井氏の板井ケ谷陣屋に知行所10か村の村役人を呼び出して、浦々取締のため公儀

役人が廻村するので、人足の手配を申し渡す。

16 日 この程、公儀役人の廻村の時の人馬差出の触書が届いたので、この日、近隣の村々で会

合。差出の方法がわからないので散会。

18 日 再び近隣の村々で会合。酒井氏知行所］〇か村で人馬を差し出すか、 10か村に、本家にあ

たる安房勝山藩領の村 (6 か村）を加えた 16か村でまとめて差し出すのかなどをめぐり、

会合が紛糾して決裂。その夜、酒井氏知行所10か村は、会合の様子を大名主四郎右衛門

と板井ケ谷陣屋に届け出。夜中だが、大名主が陣屋を訪れて会談。陣屋の役人吉野岡右

衛門が、勝山藩の勝山陣屋に出向いて掛け合う。その結果、勝山藩代官檜口丈右衛門が

藩領村々が不埒なことを認め、「明日、勝山藩の大名主又右衛門に旗本酒井氏の大名主四

郎右衛門に対して掛け合わさせること、人馬差出には入用などは全く懸けないことを請

け合う」と言明。そこで役人吉野岡右衛門は板井ケ谷陣屋にもどり、待機していた知行

所の村々に伝え、村々は午前 2 時ごろ引き上げる。

19 日 久枝村の組頭忠右衛門が、陣屋を訪れ「公儀役人の廻村の時に市部村（勝山藩領）に宿

泊となった場合、隣の久枝村にも分宿するように市部村から要請があった。そして、人

馬助郷諸入用を久枝村も負担するのは迷惑」と上申。陣屋は「宿泊村は決定していない。

勝山藩大名主からの掛け合いを待っているので、一両日待つように、掛け合いの後に手

段を命じる」と回答。

20 日 大名主四郎右衛門に勝山藩大名主の使者が到来、相談したいことがあると告げる。明日、

こちらから挨拶に行くと回答。

21 日 大名主四郎右衛門、勝山藩の元大名主新兵衛宅へ行き、勝山藩大名主又右衛門と相談。

公儀役人廻村の時の人馬差出をする村を、勝山村に宿泊の場合と市部村に宿泊の場合と

二通りで決定。浦方見分なので浦方村々（知行所では久枝・龍嶋両村）からの人馬差出

はしないことにする。

2 月 2 日 龍嶋村組頭庄助が、このほど届いた公儀役人廻村の触書写を陣屋に持参、陣屋では触留

に写し取る。

9 日 雨。先日、岩井袋村組頭の瀬兵衛、崩れている「引越坂」手入れを願い出る。陣屋では、

浦方廻村があるので、この日、鎌·鍬持参の手入れ人足20人を明日、出すように龍嶋村

に命じる。

10 日 龍嶋村の人足20人、岩井袋村の「引越坂」手入れ、昼前に終了。公儀役人、上総国望陀

郡木更津村に船で到着、同村に宿泊。

11 日 早朝、久枝村・龍嶋村の者、「御廻村方見届」に出発。久枝村の人足で、陣屋内外の掃除。

龍嶋村組頭庄助、西浦賀伊勢屋忠兵衛がもたらした相模国三浦など通行の人馬差出の触

書を届け出。

夕方、久枝村から見届に出た六郎左衛門、陣屋に「上総国天羽郡八幡村で様子を聞いて

いたところ、周准郡富津村からの使者に出会い、天羽郡百首村の源左衛門宅で使者の知

らせの内容 (11 日、富津村に宿泊、 12 日、百首村源左衛門宅に宿泊の予定）を聞いた」

と届け出。

夕方、大名主四郎右衛門、久枝村源太郎を陣屋へ連れてきて、公儀役人の様子を「すベ

て手軽に野菜など有り合わせの物でよい。宿舎は障子張替や雪隠なども手入れをしなく

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て

筑
紫
）
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て

月日 事 判i

筑
紫
）

てよい。しかし、相模国三崎辺で、村の者が羽織袴で居間へろうそくの芯を切りに出た

ところ、少々、叱責。また人足が具足櫃が市すぎて崩してしまい、これは戦の道具だと

咎められ、浦賀• 本牧辺まで「御縄ー罷出候」と噂がある」と届け出。

2 月 12 日 雨。佐久間下村名主、百首村へ公儀役人の様子を問合せに行くのを延期。龍嶋村組頭庄

助、代官内方鉄五郎触害（道橋手入れ無用）と普請役辻民右衛門触書（村高害上など差

し出し）が届いたことを陣屋へ届け出。

公儀役人、百首村に宿泊。

13 日 大雨。久枝村、廻村御用書上について陣屋に内々に間合せ。下佐久間村に陣屋詰め人足

を 4 人命じる。大名主、陣屋に出勤、人馬割合、宿割合などを相談。龍嶋村組碩、村高

書上の事を陣屋に間合せ。陣艇でも公儀役人について独自に「内々承合候処、未様子相

分り不申候」。公儀役人、大雨のため百首村に留まる。

14 日 雨。知行所 8 か村の人馬が下佐久間村内に待機、佐久間下村は大乗院、下佐久問村は熊

野社、他の 6 か村（検儀谷原・ニ部• 吉井・米沢・合戸・宮谷）は堤ケ谷に。雨が弥＜

なり、村々人馬は陣l哨t"j前に引き揚げ、宿を頼む。大名主の詰所は陣屋門前の利兵衛宅。

陣屋役人、極楽寺（龍飢村内）まで出迎え。

公儀役人、百首村に留まる旨の触が到着。陣屋に知行所 8 か村の村役人を呼び出し、触

の内容を伝え、人馬御用を丁寧にすることを命じる。

15 日 雲睛れる。公儀役人、百首村出発、天羽郡金谷村・平郡本郷村で人馬継立。陣屋役人吉

野岡右衛門、龍嶋村まで出迎え、久世広民と Ill知ゆえ、言薬をかけられ、江戸表（旗本

酒井氏）にこれまでの道中が無事であることを伝えるように仰付けられる。公儀役人、

勝山村で昼食。公｛義役人は一同で昼食をとらずに「勝手次第、寄々」と噂あり。やがて、

公儀役人ら、岩井袋村名主倅らの案内で廻村。久世広民は他の役人より後から移動、板

井ケ谷陣屋門前で立ち止まり、「ヲレハトコマテハイリテモヨイ」と言葉をかけたので、

陣屋の門を開こうと人足らが手間取っているうちに「ヨイワヨイワ」と言って、他の公

儀役人とともに岩井袋村の坂まで行き、その後も廻村。廻村時、龍嶋村・久枝村、村高

書上を差し出す。

知行所村々と市部村で人馬を継立、公儀役人は、その夜は平郡那古村に宿泊。この度の

雨で道が悪く、人馬は夜になっで帰村。

17 日 龍嶋村・久枝村、村闊'~t上写を陣屋に差し出し、陣屋では江戸屋敷に送る。

3 月 2 日 佐久間下村名主が、悩府代官篠111-1·兵衛手代の長谷川与四郎から廻状（村高などを書き

上げ、安房国長狭郡西野尻村の語所まで持参を命じる）が届いたことを陣屋へ報告。平

郡内で、門上を命じられたのは、元名・大帷子• 江月・吉浜・久枝• 佐久問の各村で、

佐久間下村名主は「佐久間」だけではわからないので、念のため佐久間中村・下佐久間

村にも伝達。

下佐久間村筆取が「代官篠山の呼び出しの廻状には「佐久間」とだけで自村の御用では

ないのではないか、佐久間下村名主とともに西野尻村役所に問い合わせに行きたい」と

陣屋に中し立て。

久枝村組頭が「代官篠山の呼出廻状の最終の村なので今日、廻状を返しながら円上を出

しに西野尻村へ行く」と届け出、陣屋では「下佐久間村・佐久間下村が明日、西野尻村

に行くので、村に帰り LI 延を相談するように」と求める。しかし、この日、久枝村組頭、

西野尻村に行き、廻状を返してそ淋 lこを提出。
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月日 事 項

3 月 3 日

4 日

5 日

6 日

10 日

久枝村組頭、西野尻村の代官篠山氏役宅に行き、書上を提出しで帰村したと陣屋に届け

出。下佐久間村筆取、西野尻村に行くが留守のため、宿泊。

久枝村組頭が西野尻村の代官篠山手代の長谷川与四郎に提出した書上の下書を陣屋に持

参、西野尻の様子を問われて、安房国村々を選抜しているようだと返答。下佐久間村筆

取、西野尻村で書上などを提出し、その席で佐久間下村名主の呼出廻状が出され、日暮

れ過ぎ佐久間下村名主が到着、代官篠山手代の長谷川に両名が、この度の御用筋を問合

せたが返答なし。

下佐久間村筆取、西野尻村の様子を陣屋に「安房国の「内浦付」（内房付）村にもかかわ

らず「凡五十余郷」も西野尻村に呼び出されている。遠村であっても峯岡牧御用を命じ

るための準備という噂もある」と届け出、提出した村高書上の下書を持参。そこで、陣

屋では江戸屋敷に飛脚を差し出す用意をする。

陣屋役人吉野•佐藤両氏連名の用状（代官篠山手代の長谷川与四郎に関わる久枝・下佐

久間• 佐久間下村の件）を江戸にとどけるために飛脚を派遣。飛脚の者、勝山浦から乗

船するところを間違えて百首村まで行ってしまい、少々遅れ。

飛脚の者、江戸より帰る。江戸屋敷から未だ仰付けなし。

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

（註）鋸南町下佐久間 富永悟家文書「板井ケ谷陣屋勤方日記」 (0 日記 4) により作成。

可
相
渡
候
、
若
其
節
改
落
等
も
有
之
、
後
日
申
出
候
而
者
全
ク
申
懸

数
之
儀
者
先
触
之
通
可
被
相
心
得
候

橋
掃
除
者
勿
論
取
繕
等
決
而
被
致
間
敷
候
、
宿
々
村
々
浦
方
止
宿
之
分
ハ
、

上
下
共
木
銭
米
代
相
払
被
致
止
宿
候
間
、
所
有
合
之
品
二
而
一
汁
一
菜
之

外
堅
く
差
出
申
間
敷
候
、
休
之
儀
者
上
下
共
弁
当
為
持
候
二
付
、
相
応
之
茶

代
相
渡
候
間
、
湯
茶
之
外
用
意
致
間
敷
候
、
在
中
止
宿
之
儀
可
成
丈
ケ
寺

院
二
致
し
、
有
来
之
侭
二
而
新
規
取
繕
候
儀
無
用
二
候
、
尤
相
調
候
品
ハ
代
物

相
渡
候
二
付
、
所
二
無
之
品
不
及
支
度
無
益
之
品
用
意
致
間
敷
候
、
上
下
人

附
、
上
下
共
泊
り
休
二
而
相
調
候
品
々
、
如
何
様
之
軽
キ
品
に
て
も
代
物

（
マ
→
＇
）

之
儀
者
売
上
取
之
、
相
払
候
様
申
付
候
間
、
若
代
物
不
相
渡
も
の
有
之

者
早
速
可
申
聞
候
、
止
宿
之
勧
夜
具
其
外
道
具
類
柳
之
品
二
而
も
紛
失
、

又
者
損
候
ハ
>
‘
其
段
相
改
出
立
之
朝
迄
に
可
申
聞
ハ
、
相
応
之
代
物

之
筋
二
も
相
成
候
条
、
心
得
違
無
之
様
可
被
致
候
、
万
一
取
紛
払
落

之
品
も
有
之
候
ハ
A

無
遠
慮
可
申
聞
候
、
尤
右
之
趣
、
召
連
候
末
々

之
も
の
迄
厳
敷
申
付
置
候
、

一
、
御
朱
印
井
御
証
文
人
馬
之
外
、
雇
人
馬
共
先
触
之
外
、
余
計
之
人
馬
共

差
出
申
間
鋪
候
、

附
、
先
触
之
外
万
一
病
人
等
有
之
差
懸
り
雇
人
馬
申
付
候
節
者
是
又
御

陸
国
、
丹
後
守
井
支
配
向
と
も
被
致
廻
村
候
二
付
、
宿
々
村
々
浦
方
共
、
道

此
度
浦
々
御
取
締
二
付
、
相
模
・
伊
豆
・
駿
河
・
安
房
•
上
総
・
下
総
・
常

久
世
丹
後
守
様
御
内
金
子
庄
左
衛
門
殿
お
御
触
書
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

是
難
渋
之
筋
願
ケ
間
敷
儀
無
之
様
精
々
可
申
合
候
、
以
上
、

寛
政
五
年
癸
丑
正
月
二
日

長
文
で
詳
細
な
触
書
で
あ
る
が
、
人
馬
差
出
や
宿
泊
賄
な
ど
に
村
々
か
ら
の

余
分
な
出
費
は
さ
せ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
人
馬
数
や
宿

泊
地
な
ど
は
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
村
々
の
間
で
、

久
世
丹
後
守
内

金
子
庄
左
衛
門

礼
物
等
之
儀
ハ
不
及
申
、
柳
に
て
も
手
入
ケ
間
敷
儀
致
間
敷
候

吟
味
候
之
条
、
其
旨
能
々
可
被
相
心
得
候
、

所
仕
来
之
通
人
足
差
出
差
支
無
之
様
可
致
候
、

之
通
相
心
得
、
余
計
之
人
足
差
出
申
間
敷
候
、

定
之
賃
銭
請
取
之
、
且
在
中
＿
雇
人
馬
儀
伐
、
其
所
相
応
之
賃
銭
請
取

之
可
申
候
、
尤
先
触
之
外
余
計
人
馬
堅
差
出
申
間
敷
候
、

一
、
道
中
船
渡
場
有
来
通
二
而
、
乗
場
之
繕
等
致
間
敷
候
、
川
越
人
足
者
御
定

附
、
平
生
川
越
場
二
無
之
場
所
二
而
若
出
水
等
有
之
、
越
候
儀
危
時
者
、
其

一
、
召
連
候
家
来
下
々
二
至
迄
、
万
一
無
心
ケ
間
敷
儀
申
候
教
、
又
者
押
買
惣

而
無
体
不
法
之
儀
申
掛
其
外
不
作
法
之
儀
有
之
者
、
無
遠
慮
早
速
可
申
聞

候
、
難
儀
無
之
様
可
申
付
候
、
若
心
得
違
少
之
事
二
而
も
隠
置
二
於
ハ
、
遂

一
、
泊
休
之
村
々
宿
々
井
廻
村
中
之
村
々
共
、
御
用
中
家
来
末
々
之
者
共
迄

右
触
書
之
通
相
心
得
承
知
之
趣
致
印
形
、
早
々
相
廻
シ
心
得
違
無
之
様
可
致

候
、
尤
右
之
趣
末
々
之
者
迄
得
と
申
付
置
候
、
惣
而
此
方1
5
差
図
無
之
品
不
及

用
意
候
、
少
茂
費
之
儀
無
之
、
宿
村
浦
々
入
用
不
相
掛
様
二
取
計
、
後
日
彼

ま
た
、

一
行
が
船
で
木
更
津
村
に
到
着
し
た
翌
日
の
早
朝
か
ら
「
見
届
」
の

こ
れ
ま
で
の
助
郷
人
馬
の
慣
行
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
発
生
し
た
の
で

深
夜
の
会
談
（
表
2

の
正
月
十
八
日
）
を
経
て
、
双
方
の
大
名
主
の
間
で
、
今

回
の
廻
村
時
の
人
馬
差
出
と
宿
泊
賄
が
決
定
さ
れ
（
正
月
二
十
日
）
、
具
体
的
な

人
馬
先
触
が
届
き
（
二
月
二
日
）
、
雨
で
一
日
待
機
と
な
っ
た
も
の
の
、
決
定
に

し
た
が
っ
て
人
馬
継
ぎ
立
て
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
二
月
十
五
日
）
。
助
郷

人
馬
を
め
ぐ
る
村
々
の
間
の
対
立
が
個
別
領
主
・
大
名
主
の
調
停
に
よ
っ
て
解

決
さ
れ
、
地
域
の
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
実
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
廻
村
の
真
の
目
的
が
知
ら
さ
れ
ず
、
あ
い
か

わ
ら
ず
「
浦
々
御
取
締
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
掲
の
十
二
月

付
の
勘
定
奉
行
連
名
の
触
書
に
は
、
「
伊
豆
・
相
模
・
安
房
．
上
総
・
下
総
国
浦
々
」

と
あ
っ
た
が
、
久
世
広
民
の
家
臣
金
子
庄
左
衛
門
か
ら
の
触
書
を
含
め
て
、
そ

の
後
の
久
世
ら
一
行
の
人
馬
先
触
に
は
「
相
模
・
伊
豆
・
駿
河
・
安
房
．
上
総
・

常
陸
の
二
か
国
分
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と

も
安
房
国
平
郡
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
廻
村
の

目
的
や
廻
村
役
人
へ
の
対
処
方
法
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述
の
人
馬
数
や
宿

泊
地
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
触
書
が
ま
ず
出
さ
れ
た
た
め
村
々
で
不
安
感
が
生

じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
二
月
二
日
に
詳
し
い
人
馬
先
触
が
八
通
も
一

度
に
届
い
た
こ
と
に
よ
り
「
解
消
」
し
た
。

下
総
・
常
陸
国
」
と
あ
っ
て
、
廻
村
の
範
囲
や
触
書
伝
達
の
範
囲
が
、
駿
河

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
旗
本
陣
屋
の
役
人
と
本
家
の
勝
山
藩
役
人
と
の
間
の
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結
果
を
報
告
し
て
い
る
（
表
2

の
二
月
十
一
日
）
。
旗
本
酒
井
氏
の
陣
屋
役
人
も
、

一
行
が
や
っ
て
く
る
直
前
の
段
階
で
「
未
様
子
相
分
り
不
申
候
」
と
記
し
て
い

る
の
で
あ
る
（
二
月
十
三
日
）
。
廻
村
の
時
に
久
枝
村
・
龍
嶋
村
が
提
出
し
た
村

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
持
参
を
命
じ
ら
れ
た
村
が
広
範
囲
に
及
び
、

け
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
二
月
十
七
日
）
こ

と
も
、
梢
報
が
不
足
し
て
い
る
な
か
で
、
江
戸
屋
敷
の
判
断
を
仰
ご
う
と
し
た

さ
ら
に
三
月
に
は
い
っ
て
代
官
手
代
長
谷
川
与
四
郎
へ

の
村
闘
事
9
上
提
出
を
め
ぐ
っ
て
も
、
持
参
し
た
村
役
人
が
「
此
度
御
用
筋
間
合

候
処
、
何
れ
同
様
也
」
と
し
て
回
答
が
な
く
（
三
月
四
日
）
、
し
か
も
村
高
書
上

し
か
も
特
定
の
村
に
限
定
さ
れ

て
い
た
た
め
に
嶺
岡
牧
の
御
用
を
命
じ
る
準
備
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
が
広
が

り
、
陣
屋
で
も
あ
わ
て
て
江
戸
屋
敷
に
様
子
を
知
ら
せ
る
飛
脚
を
派
追
し
た
の

以
上
の
事
例
か
ら
人
馬
差
出
や
宿
泊
賄
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
事
前
の
見
屈

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
海
防
施
設
建
設

の
た
め
の
用
地
の
見
立
て
と
い
う
廻
村
の
目
的
が
伏
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
陣

屋
の
役
人
も
含
め
て
、
地
域
で
は
廻
村
役
人
の
動
静
に
強
い
関
心
が
持
た
れ
、

第
三
に
久
世
広
民
ら
の
廻
村
の
目
的
に
対
し
て
、
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
か
と

二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
旗
本
酒
井
氏
知
行
所
村
々
周
辺

の
廻
村
の
様
子
を
み
る
と
、
ま
ず
、
金
谷
村
•
本
郷
村
で
人
馬
を
継
立
て
た
後
、

情
報
収
集
に
あ
た
り
、
不
安
と
憶
測
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る

二
月
六
日
）
。

高
書
上
の
写
を
陣
屋
が
す
ぐ
に
江
戸
屋
敷
に
送
っ
て
い
る

者
が
何
人
も
出
か
け
て

一
行
の
動
静
の
情
報
収
集
に
あ
た
り
、
陣
屋
に
そ
の

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

急
御
廻
状

そ
の
夜
、
那
古
村
に
宿
泊
す
る
ま
で
、
非
常
に
短
時
間
で
廻
村
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
房
総
全
体
の
廻
村
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

村
に
着
き
、

―
―
月
十
日
に
木
更
津

房
総
半
島
の
海
辺
を
通
っ
て
常
陸
国
付
近
ま
で
行
き
、

三
月
の
初

め
に
は
江
戸
に
帰
っ
て
お
り
、
こ
の
距
離
を
一
ヶ
月
弱
で
廻
村
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
雨
天
の
た
め
、
百
首
村
に
二
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
の
朝
ま
で
足
止

め
を
く
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
候
に
よ
っ
て
は
移
動
で
き

な
い
日
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
実
質
的
な
廻
村
の
日
数
は
さ
ら
に
短
か
っ
た

（
加
）

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
現
地
調
査
・
探
索
と
い
う
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
表
2
の
二
月
十
五
日
を
み
る
と
、
「
板
井
ケ
谷
陣
屋
勤
方
日
記
」
と
い
う

史
料
の
性
格
か
ら
か
、
久
世
広
民
の
動
向
の
記
述
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

一
行
が
一
同
で
昼
食
を
と
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
久
世
広
民
は
他
の

役
人
た
ち
よ
り
遅
れ
て
歩
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
質
的
な
廻
村
・
調
査

は
、
下
役
人
が
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
の
実
態
を
み
る
た
め
に
、

二
月
十
二
日
に
龍
嶋
村
か
ら
板
井
ケ
谷
陣
屋
へ
届
け
ら
れ
た
二
通
の
廻
状
を
次

に
掲
げ
て
み
た
い
。

一
、
其
村
々
此
度
御
勘
定
奉
行
、
御
目
付
、
吟
味
役
、
御
徒
士
目
付
、
其
外

共
、
浦
々
御
取
締
御
見
分
為
御
用
、
先
達
而
相
触
候
村
々
御
廻
村
、
右
二
付

道
橋
掃
除
ケ
間
鋪
儀
、
決
而
致
間
敷
旨
、
其
節
相
触
置
候
処
、
村
々
二
寄
、

道
橋
取
繕
、
盛
砂
等
い
た
し
候
村
々
有
之
、
甚
心
得
違
二
付
、
此
上
右
体
盛
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

御
本
書
之
外

一
、
高
何
百
石

一
、
高
何
百
石

一
、
高
何
石

合
高
何
程

一
、
家
数
何
程

一
、
村
方
稼
者
何
々

何
国
何
郡
何
村

一
、
漁
運
上
・
浜
運
上
・
船
役
銭
、
/
何
程

但
、
半
紙
半
枚
二
認
メ
可
差
出
候
事
、

右
、
手
札
之
様
二
い
た
し
、
辻
民
右
衛
門
殿
江
可
差
出
候
、

一
、
跡
村
江
何
程
、
前
村
江
何
程

人
別
何
程

御
朱
印
何
寺
領

一
、
漁
船 右

者
不
漁
之
節
ハ
御
用
捨
御
座
候

一
、
人
数
合
六
百
六
拾
弐
人
内
一女

同誰
知
行

壱
軒

而
可
相
返
候
、
以
上
、

（
寛
政
五
年
）

二
月
十
一
日

癸
丑

別
紙
壱
通

一
、
高
拾
九
石
八
斗
九
升
五
合

小
嶋
専
八

内
、
弐
拾
四
石
壱
斗
八
升
壱
合
六
夕

長
谷
川
与
四
郎

（
硲
府
代
官
）

篠
山
十
兵
衛
手
代高
野
直
作

神
保
七
兵
衛

（
幕
府
代
官
）

内
方
鉄
五
郎
手
代

原
村
迄
、
急
キ
早
々
順
達
、
村
名
相
認
、
入
念
謂
印
ゐ
た
し
留
り
佐
原
村
ニ

砂
井
道
橋
掃
除
取
繕
等
之
儀
、
決
而
致
間
敷
候
、
富
津
村5
総
州
香
取
郡
佐

一
、
高
三
百
弐
拾
五
石
八
斗
―
―
―
升
七
合

二
百
拾
六
人

二
百
四
拾
六
人

酒
井
近
江
守
知
行
所

安
房
国
平
郡
龍
嶋
村

六
艘

浦
運
上

沖
運
上

有
高

古
新
田
畑

引
高

前
者
は
、
富
津
村
に
滞
在
中
の
一
行
の
う
ち
代
官
手
代
か
ら
の
道
橋
の
掃
除
・

修
繕
及
び
盛
砂
無
用
の
廻
状
で
あ
る
。
後
者
も
、
同
じ
代
官
手
代
が
出
し
た
と

思
わ
れ
る
が
、
普
請
役
辻
民
右
衛
門
に
村
方
か
ら
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
村

高
書
上
の
雛
型
で
あ
る
。
次
に
、
龍
嶋
村
が
、
廻
村
時
に
差
し
出
し
た
書
上
の

(Ol) 

写
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

合
、
三
百
弐
拾
壱
石
五
斗
五
升
四
夕

一
、
家
数
百
五
拾
軒

一
、
永
拾
弐
貫
文

一
、
永
九
貫
五
百
文

一
、
江
戸
通
イ
船

寺内
（
社
人
壱
軒三

拾
艘
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収
で
き
る
漁
業
税
を
把
握
し
、
選
定
の
た
め
の
判
断
材
料
に
し
た
か
っ
た
も
の

ぎ
」
と
漁
業
に
関
す
る
税
、
及
び
「
跡
村
」
．
「
前
村
」へ
の
距
離
の
三
項
目
が

勿
論
、
絵
図
面
共
差
出
候
共
、
不
写
村
方
二
て
有
之
候
、

一
、
当
村
組
頭
宅
1
5
南
、
勝
山
村
名
主
宅
迄
、
道
法
凡
七
丁
程
、

（
寛
政
五
年
）

癸
丑
二
月
十
五
日

殿
江
書
上
、
差
出
候
、

こ
の
時
の
書
上
に
は
、
龍
嶋
村
の
他
に
、
管
見
の
限
り
で
、
久
枝
桂
と
上
総

国
長
柄
郡
東
浪
見
栢
の
「
書
上
写
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
か
村
の
書
上
を
比
較

す
る
と
、
項
目
が
ほ
ぽ
一
致
し
、
先
に
引
用
し
た
雛
型
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
回
の
寛
政
四
年
十
二
月
に
普
請
役
ら
に

提
出
さ
れ
た
「
差
出
候
写
」
と
比
べ
る
と
、
今
回
の
書
き
上
げ
で
は
、
「
村
方
稼

増
え
て
い
る
。
廻
村
の
一
行
と
し
て
は
、
海
防
施
設
を
建
設
し
、
そ
の
周
辺
の

村
々
を
領
有
す
る
こ
と
も
構
想
し
て
い
た
の
で
、
村
の
「
繁
栄
」
の
状
態
や
徴

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
道
筋
の
前
後
の
村
と
の
距
離
を
把
握
す
る
こ
と
も
廻
村

但
、
此
書
付
、
当
テ
名
不
仕
候
得
共
、
佐
久
間
甚
八
殿
、
辻
民
右
衛
門

同
庄
助

同
嘉
右
衛
門

与
頭
吉
左
衛
門

龍
嶋
村

一
、
当
村
組
頭
宅
b

北
、
大
六
村
名
主
宅
迄
、
道
法
凡
九
丁
半
程
、

一
、
網
漁
・
小
漁
共
か
せ
ぎ
仕
候
、

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

提
出
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
廻
村
の
実
態
を
み
る
と

か
な
り
短
期
間
の
急
い
だ
廻
村
で

こ
の
時
の
書
上
は
、
勘
定
吟
味
役
佐
久
間
甚
八
、
普
請
役
辻
民
右
衛
門
に
差

れ
て
書
上
を
受
け
取
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
旗
本
酒
井
氏
知
行
所

村
々
で
み
る
と
、
前
々
か
ら
の
触
書
な
ど
に
「
浦
々
廻
村
」
と
繰
り
返
し
記
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
龍
嶋
村
・
久
枝
村
と
い
う
海
辺
の
村
だ
け
の
廻
村
で
あ
り
、

村
高
書
上
の
提
出
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
龍
嶋
村
の
書
上
の
添
書
の
部
分
に
あ
る

合
は
、
写
し
取
る
こ
と
も
せ
ず
に
、

よ
う
に
、
村
絵
図
を
差
し
出
し
た
が
、
候
補
地
や
重
要
と
み
な
さ
な
い
村
の
場(H)
 

そ
の
場
で
返
却
し
て
い
る
の
で
あ
る

あ
っ
た
。
実
際
に
村
で
書
上
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
普
請
役
ら
で
、
昨
年
十

二
月
の
書
上
に
追
加
さ
れ
た
項
目
か
ら
は
、
海
防
施
設
の
建
設
地
の
見
立
て
と

そ
の
周
辺
を
領
有
す
る
た
め
の
判
断
材
料
と
す
る
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
廻
村
は
今
回
も
海
辺
の
村
に
限
定
さ
れ
、
村
絵
図
は
必
要
に
応

じ
て
提
出
さ
せ
た
。
海
辺
の
村
以
外
は
、
今
回
も
廻
村
は
な
く
、
特
に
書
上
の

表
2

か
ら
述
べ
た
い
最
後
の
点
と
し
て
、
代
官
手
代
へ
の
村
高
書
上
の
提
出

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
幕
府
代
官
篠
山
十
兵
衛
の
手
代
長
谷
川
与
四

郎
ら
は
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
が
安
房
国
か
ら
東
上
総
の
海
辺
に
向
か
っ
た

後
も
、
安
房
国
長
狭
郡
西
野
尻
村
の
八
丁
陣
墨
下
の
詰
所
に
残
り
、
村
高
書
上

を
特
定
の
村
に
持
参
さ
せ
て
い
る
。
手
代
長
谷
川
与
四
郎
か
ら
の
廻
状
と
久
枝

し
出
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
久
世
広
民
と
は
、
や
や
離
れ
て
、
直
接
村
方
を
訪

に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫

一
、
村
高

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、

（
党
政
五
年
）

丑
三
月
―
一
日

二
百
八
拾
九
石
三
斗
四
升
弐
合

覚

以
上
、

同

忠
左
衛
門

与
頭
忠
右
衛
門

一
、
村
高高

何
程

江
戸
屋
敷
付

無
相
違
持
参
可
被
差
出
候
、
尤
相
違
等
無
之
様
念
入
相
認
可
申
候
、
廻
状

早
々
順
達
、
留
り
村
方
可
被
相
返
候
、

（
党
政
五
年
）

二
月
廿
九
日

癸
丑

以
上
、

江
戸
湯
嶋
天
神
下
妻
乞
坂

酒
井
近
江
守
知
行
所

安
房
国
平
郡
久
枝
村

田
畑

篠
山
十
兵
衛
手
代長谷

川
与
四
郎

印

右
案
文
之
通
相
認
、
此
廻
状
披
見
次
第
、
長
狭
郡
西
野
尻
村
我
等
詰
所
江

ヽ
3
0

' 
こ
の
久
枝
村
の
書
上
の
他
に
、
下
佐
久
間
村
と
佐
久
間
下
村
の
書
上
が
あ
り
、

引
用
し
た
雛
型
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
書
上
と
比
べ
て
、

た
い
へ
ん

簡
略
な
内
容
で
あ
る
。
新
し
く
追
加
さ
れ
た
点
と
い
え
ば
、
村
の
領
主
の
江
戸

屋
敷
の
場
所
だ
け
で
あ
る
。
表
2

の
三
月
四
日
・
五
日
の
記
述
か
ら
は
、
安
房

国
の
村
々
の
う
ち
「
凡
五
十
余
郷
」
が
書
上
を
持
参
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
指
定

さ
れ
た
平
郡
内
の
六
か
村
を
み
て
も
、
必
ず
し
も
海
辺
の
村
だ
け
で
は
な
い
。

前
述
の
よ
う
な
噂
が
た
っ
た
の
は
、
書
上
を
持
参
さ
せ
る
理
由
を
告
げ
な
か
っ

た
こ
と
と
、

さ
ら
に
持
参
さ
せ
た
詰
所
が
、
嶺
岡
牧
を
管
轄
す
る
八
丁
陣
屋
の

下
に
位
置
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
書
上
の
提
出
は
、
久
世
広
民
ら
の
廻

村
の
補
充
調
脊
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
手
代
の
長
谷
川
与
四
郎
が

三
月
三
日
は
詰
所
を
留
守
に
し
て
、
翌
日
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
山
間
に
あ
る

西
野
尻
村
を
起
点
に
し
て
廻
村
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
海
辺

で
な
い
村
か
ら
も
書
上
を
持
参
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
廻
村
と

は
違
っ
た
見
分
の
方
向
性
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

高
何
程

何
寺
領
御
朱
印
・
除
地

高
何
程

同

誰
知
行

誰
領
分

高
何
程

誰
支
配
所

内
何
程

長
谷
川
与
四
郎
様

覚

（
祁
）

村
か
ら
の
書
上
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

篠
山
十
兵
衛
様
御
手
代

百
姓
代
清
兵
衛
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寛
政
五
年
―
―
―
月
・
四
月
の
老
中
松
平
定
信
ら
の
見
分

勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
は
、
五
か
国
浦
々
の
廻
村
を
終
え
て
、
三
月
の
初
め

涵
）

に
江
戸
に
帰
る
が
、
廻
村
先
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
二
月
の
う
ち
に
、
廻
村
の
報

告
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
伊
豆
国
は
下
田
、
伊
浜
、
蓮
台
寺
、
相
模
国

は
三
崎
、
浦
賀
、
上
総
国
は
百
首
、
勝
浦
、
安
房
国
は
洲
崎
、
下
総
国
は
銚
子
、

(
W
)
 

以
上
の
九
か
所
に
番
所
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
報
告
書
を
受
け

取
っ
た
老
中
松
平
定
信
は
、
「
任
か
せ
難
き
様
に
覚
え
、
か
か
り
も
ま
た
節
々
見

分
廻
村
せ
よ
と
し
き
り
に
申
す
」
の
で
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
を
従
え
て
、

品
）

三
月
十
八
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
こ
の
見
分
は
、
将
軍
家
斉
の
意
向
に
も
沿

っ
た
も
の
で
あ
り
、
出
発
に
先
立
っ
て
十
三
日
に
は
「
海
上
浦
々
為
見
分
御
用

（
平
出
）

罷
越
候
二
付
、
於
御
前
被
下
之
」
と
い
う
こ
と
で
、
将
軍
か
ら
「
御
羽

織
、
時
服
十
」
ヽ
「
若
君
様5
八
丈
嶋
五
反
」
を
特
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

定
信
ら
の
一
行
は
、
相
模
・
伊
豆
を
見
分
し
て
、
四
月
七
日
に
江
戸
に
帰
り
、

翌
八
日
に
は
将
軍
に
拝
謁
を
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
三
月
―
―
十
八
日
に
は
将
軍

か
ら
定
信
の
も
と
に
書
状
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
、
定
信
の
見
分
に
対
す
る
将
軍

(53) 

の
期
待
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
定
信
ら
の
見
分
の
目
的
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
海
防
施
設
を
設
置
す
る
用
地
を
見
立
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
見
分
の
途

中
、
三
月
二
十
二
日
に
定
信
が
伊
豆
天
城
山
南
麓
の
梨
本
村
で
、
勘
定
奉
行
久

（
団
）

世
広
民
に
出
し
た
「
伊
豆
御
備
」
に
つ
い
て
の
書
取
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫

井
下
田
古
城
跡
」
を
絵
固
だ
け
で
な
く
、
「
地
理
之
様
子
見
候
た
め
」
紙
形
・
木

陸
で
の
交
戦
も
戦
略
的
に
含
ん
だ
見
分
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
伊
浜
、
下
田
者
、
大
概
一
日
二
相
通
じ
候
場
所
二
而
、
右
両
所
を

午
角
之
備
ヘ
ニ
致
し
可
然
候
、
蓮
台
寺
者
土
著
被
差
置
候
二
及
不
申
候
、
下

田
多
勢
ハ
人
々
差
置
候
迎
、
外
蛮
之
船
を
下
田
二
而
喰
留
候
事
ニ
ハ
成
間
敷

共
、
韮
山
蚊
柏
窪
之
御
備
二
て
以
逸
待
労
候
義
、
必
勝
之
地
理
、
殊
二
柏
窪

は
、
大
見
、
加
殿
之
両
川
を
引
受
候
へ
ば
、
江
戸
之
方
ヘ
ハ
辿
も
為
越
間
敷

儀
二
付
（
後
略
）

定
信
は
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
ら
が
番
所
の
設
置
候
補
地
と
し
て
あ
げ
た
下

田
、
伊
浜
、
蓮
台
寺
に
つ
い
て
論
ず
る
だ
け
で
な
く
、
江
戸
を
防
衛
す
る
に
あ

た
り
、
異
国
船
の
江
戸
湾
へ
の
侵
入
や
伊
豆
に
上
陸
し
て
き
た
場
合
の
迎
撃
に

つ
い
て
ま
で
想
定
し
て
い
る
。
単
に
海
辺
に
番
所
を
置
く
だ
け
で
は
な
く
、
内

三
月
二
十
三
日
に
定
信
が
勘
定
奉
行
久
世
広
民
に
出
し
た
書
取
に
は
、
「
韮
山

形
に
し
て
、
お
お
よ
そ
の
縄
張
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
、
将
軍
に
見
せ
た
い
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
定
信
の
見
分
は
、
こ
れ
ま
で
の
勘
定
奉
行
、
普
請

役
ら
だ
け
の
廻
村
と
は
ち
が
い
、
内
陸
も
含
ん
だ
防
備
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
単
な
る
「
浦
々
廻
村
」
で
は
な
く
、
地
理
を
「
見
分
」
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。
定
信
は
、
「
寛
政
四
五
の
こ
ろ
よ
り
紅
毛
の
書
を
集
む
。
蛮
国
は

確
と
御
備
へ
被
指
置
可
然
候
、
又
伊
豆
国
へ
上
陸
致
し
、
天
城
を
越
候
へ

只
浦
賀
は
咽
喉
の
地
二
付
、
富
津
之
出
崎
[

]
之
事
ハ
走
水
辺
二
而
、

義
（
中
略
）
左
候
ヘ
バ
上
陸
の
上
の
御
備
へ
[

]
大
切
之
義
に
候
、
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫

が
届
き

一
行
の
通
行
に
必
要
な
人
馬
は
馬
三
十
四
疋
、
人
足
百
二
十
七
人
と

理
に
く
は
し
。
天
文
地
理
又
は
兵
器
あ
る
は
内
外
の
治
療
、
こ
と
に
益
も
少
な

か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で
、
西
洋
の
天
文
地
理
に
も
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
こ

れ
に
伝
統
的
な
兵
法
の
防
禦
策
を
合
わ
せ
た
防
備
構
想
を
描
い
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
が
、

そ
れ
ま
で
の
幕
府
役
人
の
廻
村
が
平
面
的
で
、

付
二
名
（
以
上
、
三
月
十
八
日
出
立
）

の
分
の
人
馬
先
触
で
あ
っ
た
。

ヽ

し
ヵ

も
海
辺
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
根
本
的
に
異
な
る
点
で
あ
っ
た
。
山
間
の
古

城
跡
の
見
分
な
ど
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
内
陸
を
含
ん
で
、
立
体
的
に
地
理
を

把
握
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
定
信
が
、
こ
の
見
分
に
谷
文
麗
を
と
も

な
っ
て
、
見
分
の
成
果
と
し
て
「
公
余
探
勝
図
」
を
描
か
せ
て
い
る
の
も
、

(
-
M
)
 

の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

そ

さ
て
、
定
信
ら
の
見
分
に
つ
い
て
、
寛
政
五
年
の
三
月
に
は
い
っ
て
、
安
房

国
平
郡
龍
嶋
村
に
、
西
浦
賀
伊
勢
屋
忠
兵
衛
か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
人
馬

（
ふ
）

用
意
の
知
ら
せ
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
勘
定
組
頭
一
名
、
勘
定
二
名
、
徒

目
付
一
名
、
普
請
役
三
名
、
小
人
目
付
二
名
（
以
上
、
三
月
十
五
日
に
江
戸
出

立
予
定
）
、
目
付
中
川
・
森
1
1
1、徒
日
付
一
名
、
小
人
日
付
二
名
（
以
上
、
三
月

十
七
日
出
立
）
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
、
徒
目
付
一
名
、
普
請
役
―
―
―
名
、
小
人
目

つ
づ
い

て
、
三
月
十
五
日
に
同
じ
伊
勢
屋
忠
兵
衛
か
ら
龍
嶋
村
に
、
前
の
先
触
に
加
え

て
、
老
中
松
平
定
信
、
代
官
大
貫
治
右
衛
門
・
篠
山
十
兵
衛
の
分
の
人
馬
先
触

あ
り
、
次
に
分
宿
の
区
分
や
宿
泊
賄
い
の
簡
素
化
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
触
は
、
「
上
総
国
百
首
村
5

安
房
国
浦
々
、
夫
5

東
上
総
川
津
村
ま
て
為
心
得

大
場
八
郎
右
衛
門

田
中
紋
四
郎

大
貫
次
右
衛
門

手
代

篠
山
十
兵
衛

相
認
、
村
役
人
御
受
印
致
、
此
回
状
刻
付
を
以
写
相
廻
、
明
十
九
日
夕
方

触
」
と
い
う
こ
と
で
、
龍
嶋
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
触
を
「
為
念
写
之
」
と
い
う

(39) 

こ
と
で
書
き
留
め
た
。

ま
た
、
天
羽
郡
岩
坂
村
に
は
、
三
月
十
六
日
に
、
三
月
九
日
付
の
久
世
広
民

か
ら
の
触
書
が
届
き
、
そ
こ
で
は
松
平
定
信
が
、
伊
豆
・
相
模
．
上
総
に
廻
村

す
る
の
で
、
幕
府
代
官
の
指
示
に
従
い
、
人
馬
差
出
を
怠
ら
な
い
こ
と
を
命
じ

て
い
る
。
こ
の
触
書
は
、
上
総
国
天
羽
郡
・
周
准
郡
．
望
陀
郡
・
市
原
郡
内
の品

）

全
村
に
あ
て
た
も
の
で
あ
り
、
続
い
て
次
の
よ
う
な
指
示
が
記
さ
れ
て
い
た
。

今
度
松
平
越
中
守
様
海
辺
御
見
分
二
付
、
百
首
村
御
通
行
筋
二
相
成
候
処
、

継
立
人
馬
不
引
足
、
依
之
別
紙
御
触
書
写
相
廻
候
間
、
右
之
趣
相
心
得
追

r
l
n人
馬
数
相
触
次
第
無
滞
可
被
差
出
候
、
尤
以
来
助
郷
等
之
例
二
者
不
相
成

候
間
、
心
得
違
無
之
様
可
相
致
候
、
右
承
知
之
村
々
別
紙
受
取
帳
へ
村
高

迄
百
首
村
我
等
旅
宿
江
可
被
相
返
候
、

（
寮
政
几
年
）

丑
三
月
十
六
日

以
上
、

こ
の
触
は
、
幕
府
代
官
の
手
代
か
ら
、
天
羽
郡
湊
村
な
ど
十
九
か
村
に
、
定

信
の
百
首
村
通
行
の
際
に
臨
時
に
人
馬
を
差
し
出
す
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
、

助
郷
な
ど
の
前
例
に
は
し
な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
松
平
定
信
の

江
戸
出
立
に
先
立
っ
て
、
幕
府
代
官
の
手
代
が
百
首
村
に
滞
在
し
、
定
信
ら
一
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い
つ
方
の
国
見
え
候
な
と
の
事
迄
も
書
記
し
、
古
城
跡
は
其

行
の
通
行
の
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
信
の
房
総
見

分
は
、
実
際
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
情
を
次
に
み
て
み
よ
う
。

定
信
が
見
分
の
途
中
、
三
月
二
十
五
日
に
勘
定
奉
行
久
世
広
民
に
出
し
た
「
書

付
」
の
う
ち
「
房
総
之
事
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
房
総
の
「
御

備
」
に
つ
い
て
、
百
首
や
勝
浦
な
ど
は
見
分
を
し
た
い
が
、
安
房
国
な
ど
の
地

理
が
不
案
内
で
あ
る
。
伊
豆
国
の
場
合
は
「
画
図
有
之
故
に
考
も
付
申
候
」
で

あ
る
が
、

そ
れ
で
も
一
応
見
分
し
た
が
な
か
な
か
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

し
て
、
安
房
•
上
総
・
下
総
の
図
は
、
「
御
国
総
図
を
本
」
に
し
た
も
の
で
「
唯

無
心
に
山
之
か
た
ち
計
認
有
之
無
益
」
で
あ
る
と
し
て
い
左
。
そ
こ
で
「
此
山

高
さ
い
か
ほ
ど
、
峠
上
り
い
か
程
、
此
山
い
つ
方
之
山
に
つ

A

き
な
ど
申
す
類
、

く
は
し
く
向
背
瞼
易
ま
て
認
之
、
海
な
と
も
処
々
に
て
浅
深
を
認
め
、
此
浦
よ

り
何
方
之
浦
と
、

心
得
に
て
別
画
を
取
立
、
浦
湊
船
か

A

り
杯
も
認
、
右
を
本
に
致
し
、
く
み
立

候
は
＼
可
然
哉
と
存
候
」
と
、
詳
細
な
房
総
三
国
の
「
画
図
」
の
必
要
性
を

説
い
て
い
る
。
末
尾
で
は
、
こ
の
先
、
百
首
村
に
渡
海
し
よ
う
と
し
て
、
風
な

ど
の
た
め
に
一
両
日
で
も
待
つ
よ
う
で
あ
れ
ば
、
百
首
辺
を
浦
賀
・
走
水
あ
た

り
か
ら
遠
望
す
る
だ
け
で
帰
府
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
段
階

で
は
、
定
信
は
房
総
へ
の
渡
海
中
止
を
決
め
て
は
い
な
い
が
、
地
理
不
案
内
を

理
由
に
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
い
で
、
三
月
二
十
六
日
に
定
信
が
、
勘
定
奉
行
久
世
広
民
と
目
付
中
川
忠

英
に
あ
て
た
「
書
付
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
〇

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

と
、
当
冬
あ
た
り
は
可
申
候
、
申
候
て
も
不
厭
候
へ
と
も
、
其
心
得
に
候

は
＼
諸
藩
の
備
向
も
当
冬
比
は
ま
た
ゆ
る
み
可
申
候
、
其
所
へ
来
春
比

ま
た
／
＼
房
総
見
分
に
相
越
候
へ
は
、
右
之
趣
意
に
も
可
然
教
な
と
A

存

候
、
拐
又
弥
其
通
り
に
て
可
然
と
被
存
候
は
＞
、
只
房
総
見
分
延
引
と
申

て
は
い
か
＞
に
付
、
此
度
猶
又
東
海
道
筋
見
分
之
場
所
有
之
、
依
之
此
度

候
は
A

、
老
中
な
と
海
辺
見
分
に
も
及
ふ
ま
し
き
を
、
う
ろ
た
へ
候
事
な

に
て
も
申
唱
候
赤
人
穏
な
る
様
子
に
て
、
幸
太
夫
等
を
引
渡
し
、
帰
帆
い

（
前
略
）
只
今
心
掛
り
に
存
じ
候
は
房
総
に
て
、
尤
百
首
、
富
津
は
見
分

伊
豆
見
候
て
も
、

請
と
て
も
、
石
垣
其
外
よ
ほ
と
の
事
故
、

一
卜
通
り
之
絵

図
の
み
に
て
は
、
中
々
浅
智
に
て
は
手
に
と
り
候
様
に
は
無
之
、
（
中
略
）

房
総
見
分
は
来
年
比
に
可
致
候
、
絵
図
く
わ
し
か
ら
す
候
て
は
、
其
訳
は

た
と
ひ
房
総
見
分
済
候
て
も
、

同
時
に
普
請
等
は
辿
も
出
来
申
ま
し
く
、
出
来
候
と
て
も
被
遣
候
小
給
、

小
普
請
、
選
ひ
方
杯
も
、
数
ケ
所
そ
ろ
ひ
候
儀
は
無
覚
束
、

さ
候
へ
は
、

此
間
申
入
候
房
総
見
分
委
細
之
絵
図
、
御
普
請
役
二
三
人
、
御
小
人
目
付

差
添
、
一
向
に
浦
賀
見
分
す
み
候
は
＞
直
に
被
遣
、
其
絵
図
出
来
之
上
は
、

伊
豆
御
備
場
所
も
取
極
り
、
御
普
請
に
も
か

A

り
可
申
教
、
（
中
略
）
此
度

之
海
辺
備
は
、
赤
人
蝦
夷
地
へ
来
り
候
機
会
に
て
、
其
事
に
混
し
、
世
上

た
し
可
申
は
必
定
に
候
、
左
候
は

A
‘

世
上
妄
説
に
は
、
左
ほ
と
の
事
に

一
々
一
国
の
地
理
分
り
か
た
き
故
、
此
度
之
場
所
御
普

き
不
申
、
出
立
前
之
考
と
場
所
見
候
て
は
大
い
に
違
ひ

致
し
候
へ
共
、
此
間
申
入
候
通
、

一
体
見
不
申
候
て
は
已
に
愚
考
に
も
つ
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

は
房
州
総
州
見
分
は
見
合
候
、
猶
重
而
見
分
之
時
節
逐
て
可
相
達
候
、

か

や
う
な
る
趣
、
自
分
款
其
許
達
よ
り
、
村
継
に
て
領
主
々
々
江
申
達
候
はA

可
相
済
候
、
又
は
右
達
し
末
之
方
へ
御
普
請
役
、
御
小
人
目
付
、
右
ニ
ケ

こ
う
し
て
定
信
は
、
房
総
の
見
分
を
延
期
し
、
代
わ
り
に
普
請
役
と
小
人
目

付
を
派
遣
し
て
房
総
の
詳
し
い
絵
図
を
作
成
さ
せ
た
上
で
、
来
春
ご
ろ
に
お
も

む
く
こ
と
に
し
た
。
房
総
の
見
分
を
延
期
し
た
理
由
は
、
詳
し
い
絵
図
が
な
く
、

地
理
が
不
案
内
な
こ
と
で
あ
る
が
、
副
次
的
な
理
由
と
し
て
、
次
の
二
点
を
あ

げ
て
い
る
。
ま
ず
、

し
ば
ら
く
は
、
伊
豆
の
海
防
施
設
の
建
設
だ
け
で
手
が
い

っ
ぱ
い
で
あ
り
、
土
着
さ
せ
る
幕
臣
の
人
選
に
つ
い
て
も
房
総
の
分
ま
で
は
む

ず
か
し
い
こ
と
、

た
の
で
あ
る
。

ま
た
二
点
目
と
し
て
、
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
を
機
会
に

ば
、
や
が
て
「
諸
藩
の
備
向
」
も
ゆ
る
む
だ
ろ
う
が
、
来
春
ご
ろ
に
定
信
が
房

総
を
見
分
す
れ
ば
、
そ
の
ゆ
る
み
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
に

老
中
と
い
う
立
場
か
ら
の
政
治
的
な
判
断
も
あ
っ
て
、
房
総
の
見
分
を
延
期
し

海
防
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、

ロ
シ
ア
船
が
帰
っ
て
し
ま
え

房
総
州
へ
と
達
候
て
は
如
何
可
有
之
哉
、
（
後
略
）

ニ
ケ
国
之
委
き
絵
図
所
持
之
者
は
、
可
差
出
候
な
と
申
趣
も
そ
へ
候
は
A
‘

国
地
理
礼
し
と
し
て
可
相
越
候
間
、
相
尋
候
儀
は
相
乱
し
可
申
聞
候
、
右

ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
を
直
接
の
契
機

と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
寛
政
四
年
十
二
月
の
普
請
役
ら
の
廻
村
に
つ
い
て
述
べ
、

廻
村
先
で
は
海
防
施
設
設
置
の
た
め
の
用
地
の
見
立
て
と
い
う
本
当
の
目
的
が

伏
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
実
際
の
廻
村
は
、
そ
の
後
に
予
定
さ
れ
て
い

た
勘
定
奉
行
ら
の
廻
村
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
予
備
調
査
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

ま
た
、
翌
五
年
正
月
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て
の
勘
定
奉
行
ら
の
廻
村
に
お

い
て
も
、
本
当
の
目
的
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
廻
村
先
で
は
不
安
や
憶
測
が
生

じ
て
い
た
。
ま
た
、
調
査
は
前
年
の
書
き
上
げ
に
比
べ
て
項
目
が
や
や
増
え
て

い
る
が
、
そ
れ
は
海
防
施
設
を
建
設
し
、

そ
の
周
辺
を
領
有
す
る
た
め
の
用
地

選
定
の
判
断
材
料
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
短
期
間
の

急
ぎ
足
の
廻
村
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
山
間
部
を
廻
村
し
て
い
る
よ
う
す
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
立
体
的
に
地
理
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
一
部
に
は
う

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
松
平
定
信
の
伊
豆
・
相
模
の
見
分
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
廻
村
と
は
異
な
り
、
異
国
船
の
江
戸
湾
侵
入
や
外
国
人
の
上
陸
を
も
想

定
し
た
実
戦
的
な
立
場
か
ら
の
見
分
が
行
わ
れ
、
内
陸
を
含
む
地
理
を
立
体
的

に
つ
か
む
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
、
予
定
さ
れ
て
い
た
房

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。

J
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず

結
語
に
か
え
て
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終
盤
で
、
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
を
契
機
に
実
施
し
た

一
連
の
廻
村
・
見
分
は

寛
政
四
年
十
二
月
に
始
ま
る
、

一
連
の
廻
村
・
見
分
は
、
そ
の
後

総
（
上
総
国
）

最
後
に
、

一
方
で

の
見
分
は
、
詳
細
な
地
図
が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
取
り

止
め
と
な
り
、
伊
豆
・
相
模
国
の
み
の
見
分
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

房
総
の
詳
し
い
絵
固
（
地
図
）
を
作
成
す
る
た
め
の
普
請
役
・
小

人
目
付
の
派
遣
に
つ
い
て
、
若
干
の
展
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
派
遣
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
定
信
の
三
月
二
十
六
日
の
書
付
に
具
体
的
な
構
想
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
ほ
ぽ
そ
の
通
り
に
普
請
役
・
小
人
目
付
が
房
総
三
国
に
派
遣
さ

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
た
幕
府
役
人
の
名
の
み
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
安
房
国
へ
は
、
普
請
役
倉
橋
貞
之
丞
、
同
三
谷
千
之
助
、
小
人
目
付
小

池
定
八
、
「
勘
定
所
湯
呑
所
之
者
」
飯
嶋
元
次
郎
、
上
総
国
へ
は
、
普
請
役
河
嶋

彦
蔵
、
同
星
野
瀬
助
、
小
人
目
付
岩
崎
半
五
郎
、
「
普
請
役
下
役
当
分
御
雇

L

村

上
嶋
之
丞
、
下
総
国
へ
は
、
普
請
役
元
/
―
―
―
谷
左
一
兵
衛
、
郡
代
組
付
普
請
役

格
の
荒
井
平
吉
、
小
人
目
付
宮
崎
善
八
、
「
西
丸
御
宮
御
門
番
同
心

5

出
役
」
小

(68) 

林
源
之
助
、
以
上
の
十
二
名
が
房
総
を
細
か
に
調
査
・
見
分
を
し
た
。

寛
政
十
年
(
-
七
九
八
）

か
ら
文
化
―
―
一
年
(
-
八0
六
）
ご
ろ
に
か
け
て
の
関

（
翌

東
郡
代
付
勘
定
組
頭
ら
の
「
地
域
社
会
」
を
把
握
す
る
た
め
の
見
分
と
、
他
方

で
文
化
四
年
か
ら
再
開
さ
れ
る
海
防
施
設
設
置
の
た
め
の
見
生
、
こ
の
両
者
の

先
駆
け
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
松
平
定
信
政
権
が
、

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

そ
の
最

そ
の
後
、
「
地
域
社
会
」
の
掌
握
と
海
防
政
策
の
実
施
と
に
目
的
が
分
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
調
査
内
容
が
深
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
地
域
社
会
」
の
実
情
を

意
し
た
い
と
思
う
。

っ
て
促
進
さ
れ
た
と
い
う
展
望
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て

J
の
こ
と
が
松
平

掌
握
す
る
と
い
う
幕
府
の
方
針
の
成
立
は
、

て
必
然
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
内
的
動
向
か
ら
み

そ
れ
が
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
と
い
う
対

外
的
契
機
と
強
烈
な
危
機
意
識
を
抱
い
た
松
平
定
信
と
い
う
歴
史
的
個
性
に
よ

定
信
政
権
の
歴
史
的
な
位
置
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、

普
請
役
・
小
人
目
付
の
房
総
見
分
と
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用

註(
1
)
拙
稿
「
白
河
藩
の
江
戸
湾
警
衛
と
分
領
支
配
（
上
）
L

（
『
三
浦
古
文
化
』
四
六

号
、
一
九
八
九
年
）
ヽ
「
江
戸
湾
防
備
政
策
の
展
開
と
民
衆
の
論
理
|
|
_
房
総
沿

岸
諸
村
を
中
心
に
ー
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
―
―
―0
号
、
一
九
九
一
年
）
。

(
2
)
拙
稿
「
寛
政
l

文
化
期
の
幕
閣
と
対
外
政
策

L

（
千
葉
県
立
君
津
商
業
高
等

学
校
機
関
誌
『
い
わ
せ
川
』
九
号
、
一
九
八
六
年
•
―

0
号
、
一
九
八
七
年
）
。

(
3
)
藤
田
覚
『
松
平
定
信
』
（
中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
）
、
同
「
一
九
世
紀
前
半

の
日
太
国
民
国
家
形
成
の
前
提
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
第

1
5巻

近
世
5
』
一
九
九
五
年
）
。

(
4
)
高
橋
章
則
「
近
世
後
期
の
歴
史
学
と
林
述
斎
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
ニ
―

号
、
東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
、
一
九
八
九
年
）
、
白
井
哲
哉
「
地

誌
調
所
編
纂
事
業
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
二
七
号
、

一
九
九
0
年
）
、
同
「
江
戸
幕
府
の
書
物
編
纂
と
寛
政
改
革
」
（
『
日
本
歴
史
』
五

六
三
号
、
一
九
九
五
年
）
、
羽
賀
祥
二
「
「
風
土
記
」
．
「
図
絵
」
の
編
纂
と
地
域

社
会
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
―
―
―
六
号
、
一
九
九
四
年
）
、
吉
岡
孝
「
江
戸
周
辺

地
域
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
変
容
と
生
活
」
（
村
上
直
編
『
幕
藩
制
社
会
の
地
域

的
展
開
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
岩
橋
清
美
「
地
域
の
歴
史
と
権
力
の

歴
史
江
戸
幕
府
の
地
誌
編
纂
事
業
に
お
け
る
寛
政
期
の
意
義
ー
ー
＇
」
（
村
上

直
編
、
同
前
書
）
、
同
「
近
世
に
お
け
る
地
域
の
成
立
と
地
域
史
編
纂
」
（
『
地
方

史
研
究
』
二
六
三
号
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

(
5
)

『
宇
下
人
言
・
修
行
録
』
（
岩
波
文
庫
）
―
-
―
-
八
頁
。

(
6
)
前
掲
、
白
井
哲
哉
「
江
戸
幕
府
の
書
物
編
纂
と
寛
政
改
革
」
。
そ
の
後
、
幕
府

は
嘉
氷
二
年
に
江
戸
湾
沿
岸
の
水
深
を
含
め
た
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
の

時
の
海
岸
図
が
、
対
外
防
備
の
実
施
に
ど
こ
ま
で
役
に
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
か

は
疑
問
で
あ
る
。

(
7
)
堀
江
俊
次
「
房
総
か
ら
み
た
江
戸
」
（
千
葉
歴
史
学
会
大
会
講
派
、
一
九
八
八

年
二
月
）
、
同
「
房
総
概
念
の
形
成
」
（
『
千
葉
史
学
』
二
0
号
、
一
九
九
二
年
）
。

(
8
)
前
掲
、
藤
田
覚
『
松
平
定
信
』
（
中
公
新
書
）
一
九
六
頁
゜

(
9
)
註
(
5
)の
一
七
五
頁
。
前
掲
拙
稿
「
寛
政
文
化
期
の
幕
閣
と
対
外
政
策
」

(
1
0
)註
(
5
)の
一
六
七
・
一
六
八
頁
。

(
1
1
)註
(
8
)の
二
0
四
頁
゜

(
1
2
)
「
寛
政
秘
策
」
（
『
未
刊
随
筆
百
種
第
十
一
巻
』
）
八
七
頁
゜

(
1
3
)
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
2
8
恋
法
類
集
』
三
三
六
頁
。

(
1
4
)神
奈
川
宿
か
ら
の
将
軍
の
「
御
引
網
御
猟
」
「
御
関
船
水
主
之
業
等
」
の
謁
見

と
こ
の
時
期
に
準
備
が
開
始
さ
れ
て
い
た
「
小
金
ケ
原
」
の
鹿
狩
を
同
列
に
見

て
、
警
備
体
制
の
構
築
を
述
べ
て
お
り
、
鹿
狩
の
性
格
の
一
端
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

(
1
5
)註
(
1
2
)
の
八
七
・
八
八
頁
。

(
1
6
)註
(
8
)の
二
0
四
頁
。

(
1
7
)註
(
1
2
)
の
八
九
頁
。
前
掲
拙
稿
「
寛
政
文
化
期
の
幕
閣
と
対
外
政
策
」
。

(
1
8
)註
(
1
2
)
の
九
二
頁
。
『
勝
海
舟
全
集
第
六
巻
陸
軍
歴
史
』
（
改
造
社
）
三

六
八
・
三
六
九
頁
゜

(
1
9
)註
(
1
3
)
の
三
―
―
一
七
頁
。
こ
の
末
尾
に
は
「
右
之
趣
、
万
石
以
上
江
、
為
心
得
無

急
度
可
被
咄
置
候
」
と
あ
っ
て
、
か
な
り
緩
や
か
な
指
示
で
あ
る
。

(
2
0
)註
(
1
2
)
の
九
一
頁
。
前
掲
、
『
勝
海
舟
全
集
第
六
巻
陸
軍
歴
史
』
三
六
七
．

三
六
八
頁
。

(
2
1
)註
(
1
3
)
の
二
二
二
頁
。
触
書
自
体
は
十
二
月
付
だ
が
、
前
書
に
「
十
二
月
四

日
、
松
平
越
中
守
殿
御
渡
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
通
航
一
覧
附
録
巻
十
三
』
（
四

=
―
―
頁
）
に
も
、
同
文
の
触
書
が
あ
り
、
十
二
月
四
日
に
達
す
と
あ
る
。
こ
の

触
書
は
さ
っ
そ
く
関
係
す
る
領
主
を
通
じ
て
順
達
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
旗
本
山

下
五
左
衛
門
の
上
総
国
内
の
知
行
所
十
二
か
村
に
は
十
二
月
十
七
日
付
で
出
さ

れ
て
お
り
、
知
行
所
の
天
羽
郡
岩
坂
村
で
は
、
同
月
二
十
日
に
こ
れ
を
写
し
取

っ
て
い
る
（
『
富
津
市
史
史
料
集
二
』
二
八
―
―
頁
）
。

(
2
2
)安
房
郡
鋸
南
町
下
佐
久
間
富
永
悟
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村

御
触
書
写
」
(
A支
配
7
)。
な
お
、
本
稿
の
富
永
悟
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
一

九
九
二
年
一
月
に
、
当
時
の
安
房
郡
富
山
町
史
編
纂
の
過
程
で
筆
者
も
加
わ
っ

て
撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し
た
。

(
2
3
)館
山
市
船
形
正
木
高
明
家
文
書
。

(
2
4
)竜
嶋
・
下
佐
久
間
・
久
枝
の
三
か
村
の
分
は
、
註

(
2
2
)
の
史
料
に
ま
と
め
て

写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
日
付
は
、
い
ず
れ
も
十
二
月
十
九
日
で
「
今
日
、
小
磯

清
九
郎
様
、
星
野
瀬
助
様
御
通
り
、
差
上
申
候
」
と
添
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

と
は
別
に
久
枝
村
だ
け
の
「
覚
」
も
現
存
し
（
安
房
郡
富
山
町
久
枝
区
有
文
書

「
久
枝
村
差
出
帳
控
」
（
村
況l
|
5
)
。
内
容
・
文
言
は
同
じ
）
、
末
尾
に
「
寛

(
T

→
‘
)
（
マ

r、
)

政
四
年
子
十
二
月
、
御
小
目
付
小
磯
消
九
郎
様
、
御
請
役
星
野
瀬
助
、
差
出
申

候
」
と
添
書
さ
れ
て
い
る
。

(
2
5
)
（2
6
)
富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
(
A支
配
7
)。

(
2
7
)
「
寛
政
四
子
年
覚
書
」
内
閣
文
庫
蔵
。
な
お
、
同
役
に
は
、
大
貫
治
右
衛
門
・

大
岡
源
右
衛
門
・
伊
奈
友
之
助
・
三
河
口
太
忠
が
い
る
。

(
2
8
)
『
船
橋
市
史
史
料
編
二
』
九
四
頁
。
な
お
、
こ
こ
に
は
、
幕
府
代
官
篠
山

十
兵
衛
役
所
の
発
し
た
日
付
が
、
「
子
十
二
月
十
三
日
」
と
あ
る
。

(
2
9
)
『
東
金
市
史
史
料
篇
三
』
七
〇
頁
゜

(
3
0
)富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
。

(
3
1
)横
須
賀
史
学
研
究
会
編
『
浦
賀
奉
行
所
史
料
第
一
集
臼
井
家
文
書
上

巻
』
四
0
一
頁
゜

(
3
2
)富
氷
家
文
書
「
板
井
ケ
谷
陣
屋
勤
方
日
記
（
寛
政
五
年
正
月
＼
八
月
）
」
（
O

日
記
4
)

(
3
3
)
『
海
上
町
史
史
料
編
I
l』
五
五
四
頁
゜

(
3
4
)
『
通
航
一
覧
附
録
巻
十
―
―
-
』
四
三
二
頁
。

(
3
5
)
『
富
津
市
史
史
料
集
二
』
二
四
八
頁
゜

(
3
6
)当
時
の
旗
本
酒
井
氏
は
、
知
行
高
三
千
石
で
、
知
行
地
は
安
房
国
平
郡
内
の

龍
嶋
・
下
佐
久
間
•
佐
久
間
下
・
ニ
部
・
検
儀
谷
原
・
久
枝
・
合
戸
·
宮
谷
・

吉
井
・
米
沢
の
十
か
村
で
、
龍
嶋
村
内
に
あ
る
板
井
ケ
谷
陣
屋
を
支
配
拠
点
と
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し
た
。
ま
た
、
当
時
の
安
房
勝
山
藩
酒
井
氏
は
、
表
高
一
万
二
千
石
で
、
平
郡

内
に
は
二
0
か
村
、
約
三
千
五
百
石
の
領
地
を
持
ち
、
勝
山
村
の
勝
山
陣
屋
で

平
郡
内
の
領
地
を
治
め
て
い
た
。
旗
本
酒
井
氏
は
、
天
和
―
二
年
（
一
六
八
三
）

に
勝
山
藩
酒
井
氏
が
三
千
石
を
分
知
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
両
家
は
本
家
・

分
家
の
関
係
に
あ
っ
た
。
旗
本
酒
井
氏
は
大
名
主
四
郎
右
衛
門
に
、
勝
山
藩
は

大
名
主
又
右
衛
門
に
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
を
補
完
さ
せ
て
い
た
（
『
鋸
南
町
史
』
）
。

(
3
7
)
(
3
8
)

富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
。

(
3
9
)な
お
、
表
2

で
は
詳
述
し
な
か
っ
た
が
、
三
月
十
五
日
に
公
儀
役
人
一
行
を

迎
え
に
出
た
陣
屋
役
人
吉
野
岡
右
衛
門
が
、
久
世
広
民
か
ら
言
葉
を
か
け
ら
れ

て
「
土
手
際
二
而
暫
く
御
物
語
被
遊
」
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
主
君
の
旗
本
酒

井
忠
頼
に
と
っ
て
、
久
世
広
民
が
実
の
叔
父
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
（
『
新
訂
寛
政

重
修
諸
家
譜
第
二
』
三
四
頁
）
、
酒
井
氏
の
重
臣
の
一
人
で
あ
る
吉
野
岡
右
衛

門
は
、
定
吉
と
称
し
た
若
い
頃
か
ら
、
久
世
広
民
と
は
面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
（
前
掲
「
板
井
ケ
谷
陣
屋
勤
方
日
記
」
）
。

(
4
0
)
（4
1
)
富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
。

(
4
2
)久
枝
区
有
文
書
「
久
枝
村
差
出
帳
控
」
（
村
況

l
|
5
)
。
二
月
十
五
日
の
日

付
が
あ
る
。

(
4
3
)
『
千
葉
県
史
料
近
世
篇
上
総
国
上
』
六
五
号
史
料
。
寛
政
五
年
二
月
付
、

辻
民
右
衛
門
あ
て
で
あ
る
。
東
浪
見
村
も
海
辺
の
村
で
あ
る
。

(
4
4
)海
辺
の
村
で
も
、
必
要
な
村
か
ら
は
絵
函
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

海
上
郡
付
近
で
は
、
「
村
高
・
反
別
•
石
盛
・
家
数
・
村
稼
・
運
上
・
船
役
、
御

礼
、
石
高
付
村
明
細
帳
・
素
絵
図
奉
差
上
候
」
と
い
う
村
も
あ
っ
た
（
『
海
上
町

史
史
料
編

I
I』
五
五
四
頁
）
。
な
お
、
寛
政
五
年
正
月
・
ニ
月
の
勘
定
奉
行
ら

の
相
模
国
廻
村
の
時
に
差
し
出
し
た
文
書
（
写
）
に
は
、
管
見
の
限
り
で
、
鎌

倉
郡
極
楽
寺
村
の
「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
候
（
村
柄
口
上
書
）
（
同
年
正
月

付
）
L
(『
鎌
倉
近
世
史
料
極
楽
寺
村
編
』
三
二
四
・
三
二
五
頁
）
と
、
同
郡
乱

橋
材
木
座
村
の
「
覚
（
村
高
辻
書
上
）
（
同
年
二
月
付
、
普
請
役
辻
民
右
衛
門
あ

て
）
」
（
『
鎌
倉
近
世
史
料
乱
橋
材
木
座
村
編
』
―
-
．
―
二
頁
）
が
あ
る
。
房

総
と
相
模
は
一
連
の
廻
村
で
あ
る
の
で
当
然
で
は
あ
る
が
、
前
者
に
も
、
廻
村

の
理
由
が
「
浦
々
御
取
締
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
4
5
)嶺
岡
牧
を
管
轄
す
る
陣
屋
。
久
枝
区
有
文
書
「
久
枝
村
差
出
帳
控
」
に
収
め

寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

ら
れ
て
い
る
「
久
枝
村
書
上
控
」
の
末
尾
に
「
八
丁
陣
屋
下
御
詰
所
迄
罷
出
候
」

と
あ
る
。

(
4
6
)
(
4
7
)

富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
。

(
4
8
)
『
通
航
一
覧
附
録
巻
十
三
』
四
一
一
三
頁
。

(
4
9
)
（5
0
)
註
(
8
)の
二
〇
七
頁
。

(
5
1
)
「
柳
営
日
次
記
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
寛
政
五
年
―
二
月
十
三
日
の
条
。
註(
5
)の

一
七
六
頁
に
も
、
定
信
の
見
分
は
、
「
も
と
よ
り
上
旨
も
在
な
れ
ば
」
と
し
て
い

る
。

(
5
2
)
「
柳
営
日
次
記
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
寛
政
五
年
四
月
八
日
の
条
。
な
お
、
『
続

徳
川
実
紀
第
一
篇
』
の
同
日
の
条
に
は
、
「
豆
相
房
上
下
総
の
浦
々
。
及
大
島

ヘ
も
渡
海
し
。
要
害
の
地
巡
視
は
て
A

き
の
ふ
帰
府
あ
り
し
に
よ
り
け
ふ
謁
せ

ら
る
」
と
あ
る
が
、
定
信
の
見
分
は
、
「
豆
相
」
の
み
で
、
大
島
に
も
行
っ
て
い

な
い
。

(
5
3
)
「
〔
江
戸
幕
府
〕
日
記
（
寛
政
五
年
正
月
か
ら
三
月
）
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
の
三

月
二
十
八
日
の
条
に
「
越
中
守
旅
中
江
次
飛
脚
差
立
之
」
と
あ
る
。

(
5
4
)
(
5
5
)

註
(
1
2
)
の
七
五
＼
七
七
頁
゜

(
5
6
)註
(
5
)の
一
七
七
頁
゜

(
5
7
)
M
O
A美
術
館
図
録
『
伊
豆
国
の
遺
宝
』
一
〇
頁
゜

(
5
8
)富
氷
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
。

(
5
9
)富
永
家
文
書
「
久
世
丹
後
守
殿
浦
方
御
廻
村
御
触
書
写
」
、
及
び
「
御
宿
割
井

人
馬
帳
」
(
M交
通
3
3
)。
な
お
、
平
郡
勝
山
村
の
勝
山
藩
の
大
名
主
の
も
と
に

も
、
同
文
の
人
馬
先
触
．
宿
割
心
得
の
廻
状
が
三
月
十
七
日
の
朝
、
届
け
ら
れ

た
。
そ
の
前
文
に
定
信
ら
の
見
分
の
予
定
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
三
月
十
八
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
「
伊
豆
・
相
模
浦
々
御
巡
見
」
ヽ

四
月
四
日
三
崎
、
六
日
浦
賀
に
到
着
、
七
日
は
浦
賀
に
滞
在
、
「
夫
6

天
気
次
第

ニ
百
首
村
江
御
渡
海
」
と
あ
る
（
鋸
南
町
勝
山
平
井
家
文
書
「
寛
政
五
丑
年
三

月
御
通
行
松
平
越
中
守
様
御
先
触
写
」
）
。

(
6
0
)
『
富
津
市
史
史
料
集
二
』
二
八
四
・
ニ
八
五
頁
。
な
お
、
久
世
広
民
の
触

書
と
同
文
だ
が
、
発
給
者
が
、
久
世
以
外
の
勘
定
奉
行
連
名
の
触
書
が
、
代
官

内
方
鉄
五
郎
の
添
書
を
つ
け
て
、
上
総
国
山
辺
郡
田
中
村
に
も
順
達
さ
れ
て
お

り
（
『
東
金
市
史
史
料
篇
―
二
』
七
〇
頁
）
、
こ
の
触
書
は
上
総
国
全
域
に
出
さ
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寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ
い
て
（
筑
紫
）

れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

(
6
1
)
『
通
航
一
覧
附
録
巻
十
三
』
四
三
五
頁
゜

(
6
2
)
「
画
図
」
と
は
、
伊
豆
国
田
方
郡
安
久
村
の
名
主
秋
山
文
蔵
の
編
纂
し
て
い

た
地
誌
「
豆
州
志
稿
」
の
一
部
分
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
『
増
訂
豆
州
志
稿
』

（
長
坂
書
店
、
一
九
六
七
年
）
の
解
説
を
参
照
。

(
6
3
)
「
御
国
総
図
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
総
図
の
こ
と
で
あ
る
。
川
村
博
忠
著

『
国
絵
図
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九0
年
）
に
よ
れ
ば
、
幕
府
が
作
成
さ
せ
た

国
絵
図
は
、
幕
府
文
庫
に
収
納
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
実
用
を
主

目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
そ
の
国
絵
図

を
接
合
さ
せ
た
も
の
が
日
本
総
図
で
、
接
合
す
る
な
か
で
不
正
確
さ
が
増
す
と

い
う
。
定
信
が
見
た
図
は
、
そ
の
日
本
総
図
を
も
と
に
し
た
図
と
い
う
こ
と
で
、

は
な
は
だ
不
正
確
な
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
6
4
)
『
通
航
一
屁
附
録
巻
十
三
』
四
三
五
＼
四
三
七
頁
。

(
6
5
)こ
の
見
分
に
つ
い
て
は
、
『
富
山
町
史
通
史
編
』
（
安
房
郡
富
山
町
、
一
九

九
三
年
刊
）
と
「
寛
政
改
革
と
袖
ケ
浦
市
域
」
（
『
広
報
そ
で
が
う
ら
三
八
九

号
』
袖
ケ
浦
市
、
一
九
九
五
年
発
行
）
で
詳
述
し
た
。

(
6
6
)
『
富
山
町
史
史
料
編
第
ー
集
』
二
三
五
頁
゜

(
6
7
)袖
ケ
浦
市
川
原
井
森
慎
家
文
書
「
松
越
中
守
様
被
仰
出
候
分
間
御
用

御
先
触
写
」
（
整
理
番
号
1
2
)
。

(
6
8
)
『
海
上
町
史
史
料
編

I
I
』
五
五
四
頁
゜

(
6
9
)前
掲
、
吉
岡
孝
「
江
戸
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
変
容
と
生
活
」
。

(
7
0
)前
掲
拙
稿
「
白
河
藩
の
江
戸
湾
符
衛
と
分
領
支
配
（
上
）
」
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
史
料
の
公
開
を
許
可
し
て
い
た
だ
い

た
史
料
所
蔵
者
の
方
々
、
史
料
の
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
旧
富
山
町

史
編
纂
委
員
会
、
袖
ケ
浦
市
史
編
纂
事
務
局
、
習
志
野
市
史
編
纂
室
の
関
係
者
の
方
々

に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
、
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て

い
だ
き
ま
す
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
歴
史
学
研
究
科
）
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